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例    言

1.本報告書は平成13年度の国庫補助事業による

大阪市内埋蔵文化財発掘調査の概要を集めたも

のである。

2. これらの調査は大阪市教育委員会が(財)大阪市

文化財協会に委託して実施したものである。

3. 本報告書の執筆は(財)大阪市文化財協会 京嶋

覚の指揮のもとに各々の発掘担当者が担当した。

その氏名は各報告に記してある。

4. 本報告書の編集は大阪市教育委員会文化財保

護課において行った。
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本庄東遺跡発掘調査(HHOI-2)報告書

・調査 個 所

・調査 面 積

・調査 期 間

・調査 主一体

・調査担当者

大阪市北区本庄東2丁目3-13

27.3m2

平成13年7月6日～平成13年7月9日

財団法人 大阪市文化財協会

調査課長 京嶋覚・杉本厚典

〈調査に至る経緯と経過〉

本庄東遺跡は上町台地から北へ延びる砂堆上

に位置する。これまでの調査から現地表下1.5

～1.2mに弥生時代後期～古墳時代前期の遺構・

遺物が遺存していることが判明しており、本調

査地に隣接する場所で行われたHH97-1次調査

では、弥 生時代後期～古墳時代前期の土塘4

基、溝 1条が、また近世・近代の土塘・溝が多

数検出されている(大阪市文化財協会1998)。

平成13年6月21日に試掘調査を行ったとこ

ろ、現地表下0.98～l.32mにおいて弥生時代後

期の包含層が検出された。この結果をうけて7

月6日から本調査を行うことになった。現代の

盛土を重機で除去した後、近 世～近代の包含層

の上面で調査を行い、さらに弥生時代後期～古

墳時代前期の包含層の調査を行った。7月9日に'

はすべての調査を終了した。

調査で用いた方位は磁北で、水準値はT.P.値で

→                   ・  関電 ビ
1

HH97-1

図1 調査地位置図(i : 2,500)

歩道

ある。

〈調査の結果〉

1.層序(図3)

現地表下約1.1mで弥生時代末～古墳時代前期

σア己'6)曽Qこ遅 し7こ。w 'g)曽ほ lF十l./～ I.um に

調査区

O 1am
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図3 地層断面図( 1 : 80,上:西壁断面図、下:南壁断面図)

形成されていた。

第0層 :暗褐色(10YR3/3)細～中粒砂で構成され、層厚は残りの良い部分で0.4mであった。調

査区全体に分布していた。近～現代に形成された地層である。

第1層 :褐色(10YR4/4)中粒砂で構成され、層厚は調査区の南で0.2 mと厚 く、北 に行くにつれ

て薄くなっていた。本層は調査区の北部には認められなかった。本層下面において、土WSK】OL落

込みSX102を検出したが、いずれも近代の遺物を含んでいた。

第2a層:黒褐色(10YR2/3)細粒砂で構成され、北 部で0.3mと比較的厚かった。本層の色調はSD

305から離れるにつれて薄く、黒褐色から黄褐色へと漸移変化していた。本層上面において、ピットSP

201～206を検出した。

第2b層:にぶい黄褐色(10YR4/3)細粒砂で構成されていた。第3a層に由来する褐色中粒砂の偽礫

が含まれていた。

第2c層:褐色(10YR4/4)中粒砂で構成されていた。SX301の埋土である。

第2d層:褐色(10YR4/4)中粒砂で構成され、層厚は0.08～0.20mであった。SD305内の堆積層で

ある。

第3a層:褐色(10YR4/4)中粒砂で構成され、層厚は0.15～0.20mであった。層全体が暗色化して

おり、古 土壌と考えられる。本層上面でSX301・SP302～304・SD305を検出した。

第3b層:にぶい黄橙色(10YR7 /3)中礫混り細礫～極粗粒砂で構成され、層厚は0.34mであった。

本層に含まれていた礫は円礫がほとんどで、直径は最大2cmであった。

第3c層:にぶい黄橙色(10YR7 /3)細～中粒砂で構成されており、層厚は0.24mであった。

第3d層:にぶい黄橙色(7.5YR5/ 4)細礫～粗粒砂で構成されており、層厚は0.5mであった。細礫

層と粗粒砂層の互層で、ラミナは南南西～北北東に傾斜していた。
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第3e層:にぶい黄橙色(10YR6/6)中～細粒

砂で構成され、層厚は0.l2mであった。

第4層 :にぶい黄橙色(10YR6/3)中礫混り

細礫～極粗粒砂層である。本層上位は3～5cm

の円礫が多く認められた。礫に混じって弥生

前期の壺口縁部(図5、1)が出土した。この

中礫層を削剥すると、極粗粒砂を主体とする

水成層に変化した。

2.遺構と遺物(図4・5)

a.弥生時代前期

TP+0.36mの4層砂礫中より弥生時代前期

の壺口縁部(1)が出土した。口径17.2cmに復

元され、頚部にヘラ状工具による沈線を巡ら

せる。全体的に磨滅しているが、表面の調整

はナデである可能性が高い。

b.古墳時代前期

SX301  調査区南半で検出した深さ0.2mの

浅い落込みである。埋土からは布留式に属す

ると考えられる土師器の細片が出土した。

SP302  直径0.25m,深さ0.2mの小穴であ

る。

@ sF!之07

SK101

SE102

sP202SP203

3m

1:100

図4、各層検出通構(左:第3a層上面検出遺構、右 ;第1

層下面・第2卆層上面検出遺構)

SP303  直径0.30m,深さ0.2mの小穴である。

SP304  直径0.lOm,深さO.lmの小穴である。SP302～304はいずれも東側が攪乱によって削られ

ていた。またこれらの小穴の埋土はSD305と同様の褐色中粒砂であった。小穴から遺物は出土しなかっ

た。

SD305  直径0.63m,深さ0.2mの溝である。南北方向に直線的に延びていた。埋土の褐色中粒砂

からは摂津Ⅵ様式[森田克行1990」～庄内式3期[米田敏之1991」の土器片が出土した(図5、 2～5・

7)。

2は斐口縁部である。内外面ともにヨコナデで調整する。3は完底部である。外面には粗いタタキ

メが認められる。内外面ともにヨコナデで調整する。4は亮である。外面には粗いタタキメ、内面に

は縦方向にナデの痕跡が認められる。また内面には下半部と上半部との境に接合痕が認められる。5

は亮の底部であり外面には粗いタタキメ、内面にはユビオサエの痕跡が認められる。4・5は近い場

所から出土し、色調も類似するため同一個体と考えられる。この亮は球形の胴部に復元される。以上

qノ2 ～ 0 Qよ籏 伴 Vl - ,6↑求八 ～ ノ土閂 5期 に 偶 -9るo ハ よ党 ノ我司y(め ゐ 。 旦 b 工 刀ゝり刀 関ゝ 帷 て あ る こ と か

ら摂津Ⅵ様式のものと考えられる。
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-面5 各層出土遺物(第2a層:6-8・9、SD305 : 2 ～5 - 7、第4層:1)

0         10ロ

その他、第2a層中から壱・壺破片が出土した(6・8・9)。6は庄内式亮口縁部で、口径18.8cmに

復元される。口縁端部のツマミアゲは鈍い。胎土は灰黄色を呈し角閃石は認められず、生駒西麓産の

胎土でない。庄内3～5期のものと考えられる。8は亮底部で、摂津VI-2様式～庄内3期のもので

ある。9は東海系内湾口頚壺(壺C)である[赤塚次郎1990]。内外面ともミガキ調整である。ミガキ

の条線幅は2～3mmとやや幅広である。口径は8.9cmに復元されるが、廻間Ⅰ式古段階のものと比べ

て小さい。また口縁端部の面取りは鈍く、廻間Ⅱ式新段階のように端部をつまみ上げで整えたり外反

させていない。これらの特徴から9は廻間Ⅰ式新～Ⅱ式古段階に属する資料と考えられる。

c.江戸時代以降

SP201～207  いずれも1辺0.l5mの隅丸方形で、深 さは0.15 ～0.20mであった。SP204の埋土か

ら土師器や褐色の釉薬のかかった磁器の細片が出土しており、比較的新しい時代の遺構であると考え

られる。柱根などは出土しなかったが、形状から柱穴と考えられる。柱筋は復元できないため、建物

のものかどうかは不明である。

〈まとめ〉

HH97-1次調査地と同様、HHOI-2次調査地においても古墳時代初頭の遺構・遺物が検出され、

同時代の人々の生活領域であることが確実となった。出土した土器の量が少ないにもかかわらず、東

海系の土器が含まれていたことは、崇禅寺・五反島遺跡と同様、淀川下流域における古墳時代初頭の

集落に見られる外来系土器が多いという詩徴と一致する。またTP+0.36mの河床と考えられる砂礫

層において、弥生時代前期の壺口縁部片が含まれていたことから、付近に弥生時代前期の遺構が存在

することが示唆されよう。

今回の調査では、弥生時代前期から後期にかけて約1.3mの河成層が堆積していた。この砂礫と粗

粒砂の互層はHH97-1次調査地でも明らかになっている。特に本調査地においてTP+1.25～l.34m

にかけて堆積していた中礫を多く含む第3b層は、HH97-1次調査の第5b層(TP+1.22～1.42m)に

対比され、地層が連続していることが示される。

この堆積作用が停止後、TP+1.7～1.8mにおいて土壌化が進行し、弥生時代後期から古墳時代前期

の生活面が形成されていた。HH97-1次訓査地における弥生時代後期から古墳時代前期の包含層は

一6-



TP+1.9～2.0mの所にあり、本調査地より0.2 m高い。このことから当時の地形はHH97-1次調査

地から北に向けて徐々に下がっていたと考えられる。

天満砂堆は縄文時代後期から晩期前半の海退期に形成されたと考えられている。本調査地における

弥生時代後期から古墳時代前期の生活面はそれより後の河成堆積によって形成された微高地上に営ま

れている。弥生時代後期から古墳時代前期にかけて淀川下流域から大阪湾岸に出現ずる遺跡として、

崇禅寺・本庄東遺跡以外にも、東三国6丁目所在遺跡・豊崎遺跡・平野町3丁目所在遺跡などが知ら

れるが、それら集落が成立するための地形的な条件について、今後、比較検討する必要があろう。

〈参考文献〉

赤塚次郎1990,「Ⅴ、考察 1、廻間式土器」 愛知県埋蔵文化財センター:『廻間遺跡』

大阪市文化財協会1998、「小倉商事(株)による建設工事に伴う確認調査(HH97-1 )J

森田克行iggo,「7 摂津地域」『弥生土器の様式と編年』近畿編Ⅱ、I)I).77-192、木耳社

米田敏之1991、「2 土師器の編年 1。近畿」『古墳時代の研究』6、雄 山閣



第3a層上面検出遺構

第2a層上面遺構

(南から)
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天神橋遺跡発掘調査(TJOI-1)報告書

・調査 個 所

・調査 面 積

・調査 期 間

・調査 主 体

・調査担当者

大阪市北区天満4丁 目16-21

約25m2

平成14年2月18日～平成14年2月28日

財団法人 大阪市文化財協会

調査課長 京嶋覚・李陽浩

〈調査に至る経緯と経過〉

本調査地は大阪天満宮の東約150mに位置す

る(図1)。地形的には上町台地北方の長柄砂洲

上にあたり、各時代を通じて人々の活動が活発

に行われた地域である。文献史料などから付近

には古代に東大寺新羅江庄が存在したことが知

られ、中世には京都と瀬戸内以西を結ぶ交通の

拠点であった渡辺津が存在したと考えられてい

る。また近世には豊臣期における城下町として

整備され、さらに大阪天満宮の門前町として発

展したことが知られる。

本調査地の北約100mで行われたHX99-1次

調査では奈良時代後半の遺構・遺物などが見つ

かっており、また南西約400m付近で行われた

調査(TJ00-2次、TJ94-4次)では、古墳

時代から江戸時代にいたる遺構・遺物が見つ

かって い る。

今回、表題の建設工事に先立って平成14年1

月10日に試掘調査を行ったところ、地表下約3

m付近において近世以前と思われる地層を確認

したため、発 掘調査を行うこととなった。

本調査は平成14年2月18日から開始した。調

査区を敷地北西部に設定し(図2)、現地表下約

3mまでを重機により掘削した。その後は人力

図1 調査地位置図

今回の調査区

: 1,000
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により掘削を行い、写真撮影・実測などの記録作業を実施した。また地層確認の為、部分的にトレン

チを掘削した。発掘調査に関する作業は2月26日に終了し、 2月28日には埋め戻しを含むすべての

作業を終了した。なお、本報告で使用した方位は磁北で、水準値はT.P.値である。

〈調査の結果〉

1.層序(図3)

本調査区における層序は以下のとおりである。重機によって現地表下約3mまで掘削したため、第

0層から第3層までは断面観察による結果である。よって第3層以上は遺物の絶対量が少なく、地層

の年代はあくまでひとつの指標としてあることを断っておく。なお第5層以下は無遺物層である。

第0層 :近 ・現代層である。レンガやコンクリート基礎等が含まれる。

第1層:オリーブ褐色の極粗～粗粒砂を主体とする盛土層で、層厚は残りのいい部分で0.7～0.8m

である。

第2層 :炭・焼土を多く含む黒褐色のシルト含粗～中粒砂の整地層で、火災の痕跡を表すと思われ

る。層厚は約0.2mである。19世紀代の火災(例えば大塩の兵火など)跡と考えられる。

第3層 :近世の盛土層で、上から大きく四つに分けることができる。各盛土の上而からは大小の土

壇が掘られており、人々の生活の痕跡をうかがうことができる。a層は炭を含むオリーブ褐色のシル

ト混り中～細粒砂を主体とする盛土層で、層厚は約0.4mである。出土遺物の年代観から18～19世紀

頃の地層と考えられる。b層は炭を多く含み、オリーブ褐色の粗粒砂を含むシルト混り細粒砂を主体

とする盛土層で、層厚は0.2～0.4mである。出土遺物の年代観から18世紀初頃の地層と考えられる。

c層は炭を含むにぶい黄褐色のシルトを含む中～細粒砂を主体とする盛土層で、層厚は0.2～0.4mで

ある。d層は暗褐色の粗～中粒砂からなる盛土(作土)層である。層厚は約0.l5mである。c・d層は

顕著な遺物を検出できなかったため兵体的な年代は不明である。ただc層には伊万里焼が含まれず唐

津焼が含まれるため、第 c・d層は豊臣期まで遡る可能性も考えられる。

第4層 :炭を含む黒褐色のシルト混り極粗～粗粒砂層で、層厚は約0.2mである。第5層の上部が

植物擾乱を受けた後、そこに人の手が加わって形成された地層であると考えられる。本層からは黒色

TP+旦ラ!＿QQ!!  ゝゝ\、、

?+2.000m

b

C

第2層

/ 一十第3層
第4層 TP+2. 000m

第6層
i : 100

図3 調査区南壁断面図
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TP+5. 000mTP+5.000m

TP+2. 0①m

+・・門

TP+2. 000m

第5層  0       3m

図4 調査区酉壁断面図    1:100

土器(図6-1)・土師器椀(図6-2)・杯(図6-3)・亮(図6-11・12)・羽釜(図6-13)・須恵

器杯(図6-5～7)・壺(図6-8・9)・製塩土器等が出土した。6・7には墨書があるが、6は楕

円形のほぼ中心に直線が重なる形で、「中」字の可能性がある。これらの出土遺物は8世紀末～9世紀

前半頃の様相を呈する。また本層下面ではいくつかのピットを検出した。

第5層:褐色の小礫～極粗粒砂を主体とする水成(洪水)層で、大きく上下二つに分かれる。上部と

下部では水流の方向に違いが認められる。層厚は全体で約1.1mである。上部にはトラフ型ラミナが

見られる。また下部では、水流の向きが北で東に約50度振った方向にあることが、ラミナの観察から

見て取れる。

第6層:灰白色の極粗～粗粒砂と3 cm大の礫が互層となる層で、層厚は不明である。上部には細か

いラミナが見られる。本層は長柄砂洲を構成するものである可能性がある。

2.遺構と遺物

第4層は古代の遺物を多く含む包含層である。その第4層下面で古代のピットを検出した(図5)。

SPOI

図5 第4層下面遺構配置図
1:100

5m
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1I

図6 第4層および第4層下面遺構出土遺物実測図

遺構埋土はすべて第4層と同じである。以下主たるものについて記す。

SPO1は直径が約0.5mの楕円形で、深 さ約0.35mである。埋土からは須恵器・土師器・羽釜のそれ

ぞれ破片が出土した。SP02は長辺が約0.6m,短辺が約0.6mの隅丸方形で、深 さは約0.55mである。

埋土からは須恵器・土師器皿(図6-4)・製塩土器片が出土した。SPO3は直径が約0.4mの楕円形で、

深さ約0.4mである。埋土からは土師器杢(図6-10)が出土した。ピットは全部で7個あるが、調査

区内だけではこれらピット群が建物を構成するものかどうかは不明である。また、これらピットは元

来第4層上面から掘り込まれていた可能性も考えられるが、明確な痕跡を見つけることはできなかっ

た。また柱痕跡なども見つけることはできなかった。

〈まとめ〉

今回の調査では、古代から近世にいたる遺構と遺物が見つかった。特に、現地表下の深いところで

古代の地層が確認できたことは大きな成果であり、古代の遺物を多く含む地層が良好に存在している

ことは、この周辺に当時の人々の生活の場が拡がっていた可能性を示唆するものである。このことに

関しては、付 近一帯に存在していたと推測される東大寺新羅江庄との関わりが第一に考えられよう。

また江戸時代を通じての連続した土地造成とそれに伴う遺構の存在は、この地が幾度も整備された

ことを物語るものであり、近 世における当該地の土地利用を知る上で重要である。

本調査地付近一帯での調査成果がさらに蓄積されていくことが望まれる。
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調査区全景

(南から)

1層下面遺構完堀状況

(北から)

南壁下部地層堆積状況

(北から)



高松藩蔵屋敷跡発掘調査(TKOI-1)報告書

・調査 個 所  大阪市北区中之島5丁目

・調査 面 積 約500m2

・調査 期 間 平成14年1月7日～平成14年2月8日

・調査 主 体  財団法人 大阪市文化財協会

・調査担当者 調査課長 京嶋覚・藤田幸夫

〈調査に至る経緯と経過〉

調査地一帯は、江戸時代には西国諸藩の蔵屋敷が多く立地した場所である。蔵屋敷とは、各藩が領

内で集めた年貢米や特産物を販売するために保管する倉庫や、邸宅を備えたものである。

蔵屋敷は、船 運を利用するために大川(堂島川)・土佐堀川に面して立地するものが大半であった。

蔵屋敷の成立は、17世紀の前半とみられ、天保年間には124邸に達した。このうち、大川沿いに蔵屋

敷を構えた大藩 (広島藩、熊本藩など)には、 『船入』と呼ばれる大川から邸内に船を引き入れる施

設を有している場合があった。

＿i : ffi,000

調査 地位置 図 (S = 1 : 5000)

尚松潜威厘敷のl鉛人』の輪郭 がわか る
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今回の調査地(図1)は高松藩大坂蔵屋敷跡にあたり、平成13年6月20日と6月27日の両日にわたっ

て敷地内5個所に試掘坑を設定し、試掘調査を行った。その結果、地表下0.8mと1.5m前後で旧地表

を確認した。調査地は、 『大阪実測図』 (明治19年) (図2)によれば『船入』の痕跡が認められる。

しかし、 『船入』の石垣は地表下の深い位置に存在することが予測されるため、 『船入』を確認する

ためには、広い面積での試掘調査が必要となった。そのため、土地所有者の了解を得て、平成14年1

月から試掘調査を実施することとなった。

調査地の変遷

現在までにわかっている調査地の変遷は以下のとおりである。

第】 トレンチ

第一2トレンチ

第3トレンチ

第4トレンチ

図3 トレンチ配置図 (S=1 : 600)

明治29(1890)年5月大阪工業学

校が設立される。34(1901)年5月

には大阪高等工業学校となり、

大正10(1921)年4月19日に移転す

る。大阪高等工業学校は、後に大

阪帝国大学工学部となる。

昭和2 (1927)年に株式会社大阪

堂島米穀取引所正米部が開設され

る。

第2次大戟中は、「水交社」とな

り、その後、「近畿電気通信会

館」・「電々体育館」が建設された。

調査の方法

今回の調査は、『船入』の規模、

形状を明らかにすることと、蔵屋

敷存続当時の生活面の確認、およ

び旧基礎等により遺構が破壊され

ている個所の確認を目的とした。

調査は、上記の目的に沿って各

トレンチ (図3)を設定し、重機

で掘削後、人力で遺構の確認を

行った。

〈調査の結果〉

1.層序

今回の調査では、明治以降の堆

積層を除去することを主として実
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施したため、調査地全体の層序については不明な部分が多い。

『船入』については、砂で埋め戻されていた。この埋め戻しがなされた時期は、明治19年以降であ

ることは明らかであるが、具体的な年次については、今のところ不明である。したがって、砂を除去

すれば、 『船入』埋没時の状態が明らかになる。

2.遺構と遺物(図4・7)

各トレンチ毎に検出した遺構について報告する。

第1トレンチ(図4)

石垣1(図版1一中段) 北東部で検出した石垣である。立面部を長方形にきれいに成形された石で

積まれている。目地は漆喰が詰められており、やや傾斜をもつがほぼ直立する。南北長約10mまで確

認したが、それ以上長く延びそうである。

石垣2(図5、図版1一下段、2一中段) 砂で埋め戻されるまで、存在していた石垣である。地表

下約3.3mで最上部の石が検出された。湧水が激しく調査は困難をきわめたが、この石垣の内側は、

杭で留めた板で覆っていた。この板は長さ2.Om以上、幅0.25m前後で、4枚積み重ねてあることま

では確認したが、さらに下に続くことは確実であろう。この石垣は、直角に曲がっており、南北方向

の石垣は『船入』の西端を示すものである。

,石垣3(図版2一下段) 石垣2の外側のサブトレンチ内で、検出したものである。高さ1.Om前後

の低いもので、石垣2に比べて小さい石で構築されている。砂が傾斜して堆積する落ち際で検出した。

石垣2の外側に堆積した青灰色のシルト質粘土層を掘削して検出したもので、 『船入』が砂で埋め戻

された時点では、既に埋没していたものである。

検出した範囲は狭いが、第1トレンチでは石垣2の外側全体に同様に石垣3が存在することが推定

される。

階段 (図版 一中段) 石垣1の北端に接して検出した東に低い石段で、 6段分を確認したが、そ

石垣2f 石垣1

10m

図4 第1トレンチ遺構配置図
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石垣2

れ以下については不明である。

この階段1と石垣1を埋積していたのは砂でなく、レン

ガ等の建築廃材を主としたものであった。このことか

ら、「船入」の北入り口部付近については、かなり後の時

代まで開口していたことが判明した。

小結

石垣1と階段1の関係 これについては、い くつかの

場合が想定されるが、小 面積であり、またそれぞれの基

底部まで掘削していないので、確 実なことがいえないの図5 石垣2模式図(「船入」内からみた図)

で、想 定される場合を列記するに留める。

1.両者ともに 『船入』の一部を構成する

a. 同時に構築された。

b.石垣1が階段1の築造後に構築されたが、同時に存在していた。

2.階段1が 『船入』 を、石 垣1が別の建物を構成する。

a.石垣1が船入の石垣を一部利用している。

石垣3 b.石垣1は船入の石垣とは無関係に構築されてい
る。

石垣2と石垣3の関係(図6) これについては、以

下のように推定できる。

石垣3の基底部と石垣2の最上部の間がテラスと

なり、石垣2の内部が 『船入』として機能していた。

その後石垣3が埋没し、最終的には、傾斜地となっ

て石垣2だけが表面に出て、 『船入』の埋没時期を

迎えた。

ただこの見解は、 『船入』西北角について確認で

きることであり、他 の個所については確認できてい図6 石垣2と石垣3の関係模式図

ない。

第2 トレンチ

地表下約1.4mで旧地表面を検出したが、溝 状の落ち込みに石が詰まっている遺構を検出した。

この落ち込みは、一部攪乱されているが、直角に曲がっていると思われ、土蔵の基礎部分の可能性

がある。

また、東端で砂層の下面が急激に下がる個所がある。この個所が、 『船入』の西端に相当する。

第3 トレンチ(図7、図版1一上段)

砂層の下面が急激に下がっていく個所が認められ、この個所が r船入』の甫端に当たる部分であ

る。
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傾斜地に石列や石の抜取跡が数段あり、 『雁木』とよ

ばれる階段状の施設があったことが判明した。

第4トレンチ

地表下約1.3m～1.5mで蔵屋敷存続時期の生活面が認

められた。いくつかの礎石がみられるが、建物規模まで

は明らかにできなかった。

出土遺物

第1トレンチ船入内から、木製品が出土した。その

内、木簡は十数点出土した。その内容については、現在

判読中であるが、「那珂郡公文村」、「鵜足郡下法軍寺村」

などの高松藩内の村名が書かれているものがある。

〈まとめ〉

調査地は、地表下約2.7m以下は湧水が激しく、 『船

入』の石垣については一部で確認したに過ぎなかった。

しかし、 『船入』の全体規模はほぼ想定されるに至っ

第1トレンチ

第2 トレンチ

第3 トレンチ

図8 調査地・トレンチと「船入」との関係想定模式図

0          5
ト ー T-一一丁一 了 一〒 一-寸

1:200

10m

図7 第3トレンチ遺構配置図

た。このことを基に、以下の2点につい

て簡単にまとめてみる。

1. 『大阪実測図』 (明治19年頃)との

比較対照(図8)

今回確認した『船入』と地図を比較す

ると、第1トレンチの北側でさらに屈曲

して、堂島川につながる可能性が高いと

思われる。

また、 「船入』の東端については敷地

境との関係から明らかにできなかった

が、地図上から類推すれば、現在の敷地

境かあるいは、東隣のNTT建物西端位
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に位置するものと思われる。

2.他の蔵屋敷 『船入』 との比較

大坂蔵屋敷 『船入』の発掘調査例には、これまでに 『佐賀藩』 『広島藩』がある。これらの石垣と

比べて以下の点に特徴が認められる。

1.石垣がテラスをもつ2段 となること。

2.石垣の表を板で覆うこと。

以上の特徴は、第 1トレンチで確認したことであり、船 入全体が同じ構造であるかどうかについて

は、現状では判断する材料はないが、いずれにしても際立った特徴といえる。

最後に、旧基礎等と遺構との関係については、 『船入』は、ほとんど影響を受けていないことが判

明した。特 に、近畿電気通信会館の基礎・梁は、 『船入』を破壊していることはないと思われる。

また、蔵屋敷部の遺構は、杭 基礎部分については破壊されているが、梁部分では完全には破壊され

ていないと思われる。
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「船入り」北西隅石垣2

第3 トレンチ

「船入り」南部雁木

検出状況 (南から)

第1 トレンチ

石垣1・階段1

(北から)

第1 トレンチ

(東南から)



U 中 央 区
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大坂城跡発掘調査(O SOI-26)報告書

・調査 個 所 大阪市中央区内淡路町3丁目6

・調査 面 積 32m'

・調査 期 間 平成13年10月2日～平成13年10月12日

・調査 主 体 財団法人 大阪市文化財協会

・調査担当者 調査課長 京嶋覚・積山洋

〈調査に至る経緯と経過〉

当該地は豊臣氏大坂城跡の北西部、惣構西堀にあたる東横堀の東隣に位置する(図1)。2001年9

月27日、標題の工事に先立って試掘調査(OS01-25)を実施し、慶長20(1615)年の大坂夏の陣とみ

られる炭・灰層が見つかったため、上記の日程で本調査を行うこととなった。当初は敷地内に東西4

m・南北8mの調査区を設ける予定であったが、機械掘削を始めると随所で深い攪乱の存在がわかっ

たため、実際の調査区はかなり予定とは異なることとなった(図2)。その後人力による調査を進め、

工事掘削深度まで達したが、事業者の了解のもと、さらに一部の掘り下げを行い、断面図に記録をと

どめて調査を終了した。

〈調査の結果〉

1.層序(図3)

第1層:江戸時代の地層をまとめて第1層とする。先述した夏の陣の炭・灰層直上までが該当する。

0S87-100

図1 調査地位置図(1:5,000)

X=-145,920

東
横
堀
川

図2 調査区位置図(1:1,000)
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l

2m

図3 南壁地層断面図

1:50

第2層:2a層は炭・灰の薄層で、これが夏の陣の炭・灰層である。標高3.5～3.7mに堆積している。

東側ではこの薄層が数枚重なっていた。その下に比較的固い2b層(暗褐色のシルト混じり砂礫)が認め

られ、さらにその下に、やはり炭 ・灰の薄層である2c層が認められた。

第3層:標高3.3m付近に分布する厚さ40cmほどの整地層である。砂礫を主体とする。細分は可能

だが、間に生活面が介在するわけではない。

第4層:第3層同様の整地層で、シルト・粘土のブロックを比較的多く含む。調査区内では東と北

寄りに分布する。これも細分可能で、4a層と4c層上面で遺構が検出された。

第5層:標高3.Om以下の整地層を5層とする。遺物は出土していない。ほぼ水平に堆積する砂礫

主体の5a層と、西から東へ傾斜する盛土の集積である5b層に分けられる。5a層上面は生活面であっ

たとみられるが、遺構は見つからなかった。5b層は建設工事の掘削深度を越えて、かなり深くまで続

くようである。

2.遺構と遺物

(1)第4層の遺構と出土遺物(図4・7)

第4層の整地層からは図7-1の李朝白磁鉢(4c層出土)、備前捕鉢2(4b層出土)が出土し、豊臣期の

地層であることを示している。SKO8～10は4c層上面で見つかった土壇で、出土遺物は、SKO8から瓦

質播鉢や土師器皿、SKO9から平瓦・丸瓦とともに飾り瓦5(獅子口)が出土している。ごく近隣にかな

り立派な瓦葺き建物が存在したものと思われる。4a層の上面で検出したやや不定形なSKO6は深さ約

0.6mで、唐草文軒平瓦や土錘とともに産地不明陶器3と備前焼捕鉢4が出土している。3はきわめて精

製された胎土で、全面に施釉し、口縁端部を釉剥ぎして内傾させ、幅広い高台を有する。海外産の製

品か、国産なら高取焼などの可能性も考えられる。

(2)第3層の遺構と遺物(図5～7)

第3層からは6～9、12が出土した。6は唐津焼碗、7は中国製白磁碗、8・9は瀬戸美濃焼皿、12は
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SK  O

SKO9

SKO8

SKO SPO9

SP1 0

SPO4 @

SPO7

SPO3 0

@ S P O

SPO6

0              3m 0            3m

1:100

図4 第4層の遺構実測図
1,:100

図5 第3層上面遺構実測図1

図 6

志野焼皿16、

る。ほかに、

焼塩壺である。この陶磁器・土師器の組成から、

3層の盛土が豊臣後期に行われたことがわかる。

3b層の下面は南東部で浅い窪みとなっていた。ま

た3層の上面では散在する小ピットを検出し、な

かには柱痕跡が認められたものもある(図5、ただ

し、厳密には検出層位不明のものも含む)。このう

ち、SPO4から唐津焼碗11(完形)が出土した。同じ

3層上面遺構のうち、直 上の2c層で埋まるのが

SDOI、SKO3～05であり、これらは3層の最終段

階にあたる(図6)。SKO5から瀬戸美濃焼天目碗

10, SKO3から備前焼壺13・焼塩壺18などが出土し

ている。13の刻印2個は内底面に施されている。

1  :  1 0 0     1 (3)第2層の遺構と遺物(図7)

第3層上面遺構実測図2       第2層から出土した遺物は、唐津焼皿14・15、

土師器皿17、唐津焼の鉢または水指19などで、2a層の夏の陣に近い時期の遺物群であ

2a層の上面から掘り込まれた土WSKO2からも唐津焼の皿や鉢20・21が出土している。

〈まとめ〉

今回の調査は小規模であったが、注目されるのは以下の2点であろう。

その一つは、第4c層段階で出土した獅子口(図7-5)である。これは建物の大棟両端につける飾り
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1:4

図7 出土遺物実測図

瓦で、その存在から、この付近にかなり格の高い瓦葺き建物が存在したことが推測される。宝暦7(ユ

712)年の『大坂内町図』(慶長年間の図を模したとされる)によれば、調査地の北側には、西から平野

橋を渡った突き当たり(東から平野橋に到る手前)に、道路をふさいで石田三成の屋敷地があったとさ

れている。三成という人名の当否はともかく、内平野町と船場の平野町の交通を遮断する、この特異

な屋敷地が、根拠もなしに描かれたとは考えにくい。そうすると、交通はこの屋敷地を迂回すること

になり、その南の迂回路が、調査地北隣の道路となる。したがって、調査地はかなり人々の往来が頻

繁な地点ということになり、立派な建物が存在してもおかしくはないだろう。

もう一つは、第 5層の特徴的な堆積の仕方である。本層は南北断面では比較的水平に近く堆積する

のに対し、東西断面からは西から東へ次々と盛土工事を行ったことが知られる。調査地の西隣といえ

ば、いうまでもなく東横堀川であり、つまり豊臣氏大坂城の惣構西堀である。よって、 5層の盛土は

惣構堀の開削による土砂で行われた、とも考えうる。ただ、本層からは出土遺物がなく、その当否は

確認できない。ここでは一応、以上のような推測も可能だというにとどめておくこととする。

-24-



3層上面、 S P OA

3層上面の遺構

(西から)

南壁断面



大坂城跡発掘調査(O SOI-34)報告書

・調査 個所 大阪市中央区内平野町2丁目20-1

・調査 面積 25m'

・調査 期間 平成13年12月17日～平成13年12月21日

・調査 主体 財団法人 大阪市文化財協会

・調査担当者 調査課長 京嶋覚・積山洋

〈調査に至る経緯と経過〉

当該地は豊臣氏大坂城跡の北西部、惣構の一角に位置する(図1)。2001年11月1日、標題の工事

に先立って試掘調査(OSOI-28)が実施された。その結果、豊臣氏大坂城の時代を含む各時期の地層

が良好に残っていたため、上記の日程で本調査を行うこととなった。敷地内にはコンクリートの基礎

が随所に埋まっており、それらを回避して東西約6 m,南北約5mの調査区を設けて機械掘削を行っ

た(図2)。その後、人力による調査を進めたが、深い部分の調査は安全を最優先し、限定的に実施す

るこ ととな った。

〈調査の結果〉

1.層序(図3)

第1層:調査区の中央から北東部にかけて、江戸時代の地層中に顕著な焼土層が認められた。これ

を1a層とする。本層は分布が局部的で、かつ遺構(石組みを伴うものもある)の埋土なので、火災層で

AZ87-4

i it [

OS87-100

0801-26      ・ ;  0590-64

図1 調査地位置図(1:5,000) 図2 調査区位置図0:i,ooo)
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/  TP+6.00m

} -

SXO1

SXO2

TP+4.00m

図3 南壁地層断面図

2m

はなく、火 を使う工房に係わるものであろう。17世紀前半の遺物が出土しているが、下位層に17世

紀中ごろの遺物を含むので、それ以後の年代が想定される。1b層は褐色系のシルト混 り砂礫を主体と

する整地層で、人頭大か、さらに大きい石が東西に並ぶように含まれていた。石の上面は焼けており、

ここでも火を使う工房の存在が推定される。

第2層 :2a層は調査区北東隅で認められた粗砂層である。その下の2b層は厚さ40cm程度の黄褐色

系炭混り砂礫・シルトなどからなる整地層である。上面では井戸SEO1が検出され、生 活面であった

と推測される。本層には17址紀中ごろまでの陶磁器類が含まれている。

第3層 :褐色系の粘土・シルト・砂礫からなる複数の整地層で、その上面は生活面であったと思わ

れるが、顕著な遺構は検出されなかった。

第4層 :層厚約110cmに及ぶ厚い整地層で、粘土・シルト・砂礫などのブロックからなる。北壁で

は、本来の上面がほとんど失われている。また層中の標高4.1m付近に平坦面があり、ご く短期間、

地表面となっていたようだが、遺 構はない。遺物は土師器皿1点のみで、整 地の年代を確定するのは

困難だが、豊 臣後期から徳川初期までの時期であろう。ここでは周辺例にならって、本 層を豊臣後期

(三ノ丸築造)の盛土と考えておく。本層上面から掘込まれた遺構には工7世紀前半代の遺物を含む。ま

たその遺構内下層には炭・灰が混る部分があり、大坂夏の陣の焼土層に由来するものかもしれない。

第5層 :地表面下約3.2m以下の黒色系の地層で、 3枚 に分かれる。5a層は黒褐色～暗灰黄色のシ

ルト・砂礫等の薄層が集積したもので、上面は豊臣期(前期か後期かは不明)の生活面であろう。5b層

は黒褐色砂礫混じりシルトで、遺物は土師器細片のみだが、中世のものと思われる。5c層は5b層と

同様ながら、より砂礫を多く含 む古代の遺物包含層である。基底面で遺構が検出された。
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第6層は標高約2.3m以下に堆積する黄褐色砂礫層で、地山に相当する。

2.遺構と遺物

(1)古代・中世の遺構と遺物(図4・5)

5c層の基底面で直径0.4～0.5m程度の土WSKO7が見つかった。深さは0.2m弱で、土師器壱の口縁

部などが出土した。またその北東の深掘り断面(図3)で直径約0.l5m・残存深度約0.4mの小ピット

(柱穴であろう)が見つかっている。やはり5c層の基底面に位置づけられるが、詳細な年代は不明であ

る。5c層からは、図5-1～4が出土した。1は口縁の立上がりが非常に短く、平安前期とみられる生

駒西麓産の土師器羽釜である。2は土師器であるが、口縁がひずみ、粘土紐接合痕と工具痕を外面に

とどめることから、製塩土器かもしれない。3は古墳時代末ごろの須恵器杯身である。ほかに後述す

る近世のSEOIから、大型の移動式竃の破片4が出土している。

5b層基底面で検出した落込みは、南北方向の溝とみられ、SDOIと呼んでおく。遺物は土師器細片

のみで、判然としないが、中世の遺構であろう。ただ、この遺構は4層基底面である可能性も残る。

(2)近世の遺構と遺物(図6～8)

5a層上面では明確な遺構はなかったが、豊臣期の生活面であろうことは先述した。4層下面では、

北壁断面(図3)にて5a・5b層を垂直に近く掘込む遺構

が認められた。図化できなかったが、南壁の断面にも

同様の掘込みが認められ、これも南北方向の溝と思わ

れる。

4層上面では、大型の土WSXO2のほか、土壇やピッ

トなどの遺構が多く検出された。このうち、SXO2は直

径3m余・深さ1m以上の大型廃棄土塘で、コンテナ

パット1箱分の遺物が出土した(図8-5～19)。5～8は

土師器皿で、5～7のように底部と口縁部に明瞭な屈曲

がないものが多い。9・10は唐津焼碗で、いずれも全面

施釉である。11～13は唐津焼皿で、目積み跡は胎土目

である。14は瀬戸美濃焼と思

われる碗で、高台内外面まで

色の薄い緑釉を施す。15は口

縁内外面に鉄釉を施す唐津系

播鉢(類例は少ない)、16は丹

波焼播鉢である。17は石製硯

(石材は結晶片岩)、18は瓦質

土器で、器 種はわからない ,,・"

が、口縁外面を粗くヘラミガ

キしている。19の焙烙はA2

0            3m

1:100

図4 第5層の遺構実測図

図5 出土遺物実測図1
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SEOI

SXO2

1 : 100

SXO1

3m

1:100

図6 第2・第4層の遺構実測図 図7 第1層の遺構実測図

図8 出土遺物実測図2

類で、編年上では大坂の焙烙2群に位置づけられる[積山洋19991。ほかに瀬戸美濃焼の白天目碗や

呉器手碗に近い肥前陶器もある。以上から、17世紀前半でも第2四半期を中心とする遺物群であろう。

2層上面では井戸SEOIが検出された。深さは2.5m以上である。この井戸からは高台無釉の肥前青

磁碗や呉器手碗などが出土し、17世紀中ごろの遺物が出土した。1層に関わる遺構としては、SXOI

がある。これは北壁断面でみると、東に側石を立て、西にもそれを抜き取った跡があることから、石

囲い遺構であったことがわかる。その平面形は中央が窪んで南北方向にのび、南側では底に凹凸のあ

る東西に長い土壇を設け、その東側にも板石を立てていた。この土壇の周囲には人頭大ほどの不整形
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な小穴が並ぶように巡っており、深 さはいずれも数cm以下と浅いこと、また1a層の焼土と炭・灰で埋

まっていたことなどから、これらの小穴は、土壇を囲む構築物の基礎となる石材を抜き取った跡とみ

られる。遺構の性格としては、層序の項で述べたように、火を使う工房の施設であろうが、具体的に

は明らかでない。ひと塊りの鉄滓が出土したものの、それだけで鍛冶工房と見るのは無理であり、別

途考えるべきであろう。年代は17世紀中ごろ以後である。

〈まとめ〉

今回の調査では、古代の遺物包含層と遺構を確認したことが、最大の成果であろう。平野橋東方の

区域は、これまで何度も調査が行われており、以前から古代の遺構・遺物の存在が注意されてぃた。

本地点では6世紀後半から10世紀ごろまでの遺物包含層があること、その下には土壇や小柱穴なども

残っていることを確認することができた。ただし、中世の様相については、さほど明らかにはできな

かった。

ついで近世には、本地点の位置は、内平野町通りと松屋町筋の交差点北東であるが、現松屋町筋は

かなり拡幅されているので、当時においては交差点北東から内平野町を多少東に入った地点にあたる。

そのような位置で、地下約3mにて豊臣期の生活面が知られ、また徳川期には火を使う工房が存在し

たことが判明した。これらの点も、大 きな成果であった。

参考文献

積山洋1999、「大坂の土師質土器」:『関西近世考古学研究』Ⅶ、関西近世考古学研究会
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東心斎橋1丁目所在遺跡発掘調査(HBOI-1)報告書

・調査 個 所 大阪市中央区東心斎橋1丁目2-30他

・調査 面積 88m'

・調査 期 間 平成13年9月11日～平成13年9月13日

・調査 主体 財団法人 大阪市文化財協会

・調査担当者 調査課長 京嶋覚・小倉徹也

〈調査に至る経緯と経過〉

調査地は東心斎橋1丁目 (図1)に所在する新規に発見された遺跡で、三休橋に至る筋と周防町通

が交差する北東角に位置する (図2)。この付近は「島之内」と呼ばれる地域で、中世には石清水八

幡宮領の三津寺庄として小規模な荘園村落が形成されており、その後中世末期から近世にかけてはこ

の三津寺庄を母体として三津寺村が成立し、元和年間には大坂城下町に編入されたことが古文書など

の記録からわかっている [伊藤毅1987]。

建設工事に伴い、平成13年6月1日に行われ々試掘調査 (01-104次調査)で、現地表下約3mに

おいて徳川期の盛土下に豊臣期と考えられる盛土と古代以前にさかのぼる可能性のある地層が確認さ

れた。 これを受けて大阪市教育委員会と事業者とが協議を行い、本調査を実施するに至った。調査

地では建設工事が進行していることから、徳川期の盛土までを事業者側が掘削し、その後に発掘調査

を行うことになった。本調査は敷地の南東寄りに調査区を設定し、平成13年9月11日から行った。そ

の結果、17世紀中頃から後半にかけての遺構が調査区東部において確認された。7月12日に掘削、実

測・写真撮影などの作業を終え、7月13日に水準測量を行って現場におけるすべての作業を終了した。

調査に用いた方位は磁北、標高はTP値である。
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-3.57m

1     -3.70m

2a

2b

表1 層序表

HBOI-1

層序

試掘調査
01-!041 岩相

層厚

(誦)
特徴 遺構 1 おもな遺物 時代

第0層

攪乱 (現代盛土および工事掘削層) 225 近・現 代

① 暗灰～黒灰色粗粒砂・シルトetc 35
唐津焼(17C前)
肥前磁器(17C中～後)

② 褐色砂礫+粘土・シルトelC 7
一生活面

電生活面
③ 灰黒～黒色砂混りシルトetc 13 唐津焼・肥前磁a (17C中～後)

④/⑤ 暗青灰色粘土～砂etc / 緑灰色砂+粘土・シルト 12 青花・丹波焼・土師B(IIC中?)

⑤ 黒灰色 砂 礫 21

・土活面

▽井戸SEOI・02⑦ 緑褐色砂礫十灰色粘土・シルトetc (盛土) 44 井戸瓦(SEOI)

第1層 ⑧ 含粗粒砂～中礫黒灰色シルト質中～粗粒砂 (遺物包含層) 6～15
一土壇SKO1.02,03

肥前磁器・唐津焼・丹波焼・板材

a

第2層 ,

含粗粒砂～細礫暗褐仄色シルト混り中粒～細粒砂 6～10 上層から染み込み顕著

中世以前

?灰白～淡黄白色細粒砂～中礫 (海成層〉
≧15

(250)

難波砂堆相当層?
プラナータイプ

凡例  ト 上 面検出遺構  ▽ 基 底面検 出遺桁
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2.遺構と遺物

平面的な調査は第0層基底面と第2a層上面において行った。

1)第2a層上面検出遺構 (図6

土塘SKO1～03を検出した。いずれの土壇も東半部が調査区外にあるため、平面形は不詳である

SKOI(図4)はその西半部の形状からほぼ楕円形の平面を示すと考えられる。短径約1.20m

深さ0. 10 ～0. I 5mである。肥前磁器   wNw    1,(第1層) (sKoI埋土〉5   2(8、。1埋土) 1

?     ラ

1:20               6(第2層

SKO2 (図5)は南北幅が約2.l0m,

器 (丹波焼)32・33をはじ

め、土師器泡烙・竃 ・皿 ・

壺、瓦質土器火入れ、砥石 一

のほか魚の骨、ウリ科の種

実と多量の瓦が出土した。

SKO3 (図5)は南北幅が ,

約1.08m,深さ0.23mで

ある。北半部は工事掘削時

1

2

3

4

5

6

:黒色シルト質中粒～粗粒砂
:黒色シルト質中粒～粗粒砂
:灰色シルト質中粒～粗粒砂
:灰色中粒～粗粒砂
:酸化鉄の集積層(第2層が変質したもの)
:暗オリーブ褐色中粒～粗粒砂

図4 SKOI断面

1(第1層)
TP+

SE

:含炭化物・瓦・材黒色細粒～中粒砂混りシルト
:オリーブ黒色シルト質細粒～中粒砂
:暗灰色シルト混り中粒～粗粒砂
:灰黄色中粒～粗粒砂

図5 SKO2・03断面

0.5m

0.Om

SEO2

SKO3

SκO2

SKOI

1:100

図6 第2a層上面および 第0層 基底面検出遺構 と第 1層分布範囲
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; 晒遼

図7 SKOI・SKO3・SEO2ならびに第1層出土遺物実測図

SKOI (1 )、SKO3 (2～5)、SEO2 (6～24)、第1層(25)
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28                 29

34

20cm

A

5cin

図8 SKO2出土遺物実測図             図9 SEO2出土木簡実測図

にほぼ失われていたが、わずかに下底部が残されていた (図6)。肥前磁器碗2～5をはじめ、土師器

烙・皿、青磁鉢、絵唐津大皿、焼締陶器 (丹波焼)、砥石のほか、魚の歯と多量の瓦が出土した。

土WSKOI～03の出土遺物はいずれも17世紀中頃から後半に属する年代を示している

2)第0層基底面検出遺構

井戸SEOI・02を検出した。                1(SEO2埋土)

1:含炭化物黒褐色中粒砂質シルト～シルト質中粒砂

を考慮して完掘を断念した。        2:にぶい黄色中粒～極粗粒砂

SEO2 (図10)は長径1.lOmX              図10  SEO2断面

短径0.92m,残存する深さ0.61mで、隅丸方形の平面を示す。井戸底部付近と考えられ、埋土に

水漬かりの堆積構造が認められる。肥前磁器の皿6・7、碗8～14、瀬戸美濃焼陶器15、瓦質土器火入

れ16・17、土師器の皿18～20,十能21、泡烙22～24、竃25をはじめ、信楽・丹波播鉢、沢瀉紋が描

かれた漆器椀、砥石、鉄製火箸、木簡34のほか、魚の骨、ウリ科の種実と多量の瓦が出土した。木簡

には 「卯年辛」と記されており、 「辛」が「卯年」に比べて文字サイズが小さいものの、これを 「辛

卯」年と解釈して肥前磁器の年代とを考え合わせると西暦1651年を示していることになる。井戸底
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部の堆積物はこの時期に堆積したものと考えられ、遺物も17世紀中頃～後半とこの木簡の年代に一致

している。

〈まとめ〉

今回の調査では、 現地表下約3m (TP+o.gm)から約3,8m (TP+ 0 . 1 m) までの地層を

確認した。およそTP+0.7m以深に分布する第2層はいわゆる難波砂堆の構成層に対比されると考

えられ、この地域の地山層に相当する。この第2層上面には初期の生活面が形成されたと考えられ、

古文書などから中世であることが想定されるが、本 調査地では第2層上面にはI7世紀中頃～後半頃

の遺構が残存していたのみで、中世および近世初頭の遺構は見い出されなかった。

また、出土遺物を船場の南部域に当たるOJ99-2次調査 (中央区南本町3丁目3)と比べると、およそ

1段階新しいが、よく似た遺物構成を示している。本地域の開発に船場の市街地化がどの程度影響してい

るか考える上でも重要な地域である。

東心斎橋1丁目所在遺跡は今年度新しく発見された遺跡であり、周辺の遺跡群との関連性など、ま

だまだ不明な点が多い。今後行われる調査の結果を合わせて検討していくことが必要である。

参考文献

伊藤毅1987、「島之内の成立」:『近世大坂成立史論』、pp.227-306
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調査地遠景

(東から)

調査区全景

(西から)

地層断面

(東端:北から)



m 天 王 寺 区
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細工谷遺跡発掘調査(SDOI-4)報告書

・調査 個 所 大阪市天王寺区筆ケ崎町87の一部、15の一部

・調査 面 積 20m2

・調査 期 間 平成14年工月2Ⅰ日～平成14年2月19日

・調査 主 体 財団法人 大阪市文化財協会

・調査担当者 調査課長 京嶋覚・積山洋

〈調査に至る経緯と経過〉

当該地は、南 北に延びる上町台地から東に張出した舌状尾根に位置する広大な敷地である。1997

年、この尾根の南西の小谷にて古墳時代から平安時代にいたる遺構・遺物が多数発見され、特に飛烏.

奈良時代には和同開称の枝銭や「百済尼寺」と復元される墨書土器が見つかり、注 目を集めた。

今回、当該地では大規模な開発が予定されたため、平 成工3年↓0月且 日、 5個所にて試掘を行い、

同年11月1日には遺構の存在が予想された北東部にて、東 西約20mのトレンチによる再試掘が実施

された結果、遺構の存在が確認され、上記の日程で本調査を実施することとなった。調査開始後まも

なく、試掘で確認された遺構が南北方向の溝であることが明らかとなり、道蕗側溝跡である可能性も

想定されたため、関係者間の協議を経て、西側に調査範囲を拡張した。拡張部分の調査費用は当年度

の市内埋蔵文化財緊急発掘調査経費を充てた。

なお、本調査の対象にならなかった敷地南半部については、平成14年2月12日、あらためて6個

図1 調査地位置図 図2 調査区位置図
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所にて試掘を実施し、遺構や遺物包含層はすでに失われていることが確認されている。

〈調査の結果〉

1.層序

今回調査地では、古代・中世などの遺物包含層はほとんど残っておらず、重機で近現代の地層を除

去すると、ただちに地山である上町層に達した。上町層は黄褐色系の砂礫・シルトであり、旧地表面

はすでに一定の削平を受けたとみられる。

2.遺構と遺物

見つかった遺構は、調査地の西側で検出された南北溝SD01である。幅1.2～l.5m1 深さ0.5m程度

で、方向は北でやや東に蛇行していた。溝底のレベルから、水流は北向きであったことがわかる。こ

の溝は少なくとも5時期に分層できたので、層位ごとに掘り分けて調査を進めた(図3)。SDOI-d・

eは溝内下層のe・d両層が堆積した時期であり、 もとの溝の姿にもっとも近いものである。その後、c

層からa層へと堆積が進み、次第に埋まっていくようすがうかがえた。c層～a層は層相が非常に類

似しており、さほど時間差はないとみられる。出土遺物(図3)には、古代の須恵器1・土師器・格子

Y二-43.180 や43,175

ゴx' -148,500

+ SDOI-b +

-1 : 50

a:浅黄色砂礫混O中～細砂

b:にぶい黄橙色～男黄褐色シルト混り砂礫

c:黄褐色～黄橙色砂混りシルト～中砂

d:灰黄色刈 こ;い黄橙色砂礫

e:黄褐色砂混りシルト

地山:浅黄色粘質シルト

1

1
SDOI-a

Y-43,180

Y=43.170

X=148,500

5

1 : 200

X= 148,510

図3 遺構実測図

一40-



タタキで整形した布目瓦2・瓦器椀などの細片が各層から

出土したほか、d層から中国製白磁3、c層から瓦質羽釜

4などが出土している。白磁3は口縁の玉縁が小さく、1

1世紀前後のものとみられる。口縁が内傾して立上がる羽

釜4は14世紀前後とみられる。

なお、SDO1の西側で、並行する南北溝跡が見つかる可

能性が考えられたが、精査の結果、そのような遺構は見つからなかった。

一翰一
10an   ,, 4

1:4

図4 遺物実測図

一[ニコ

〈まとめ 〉

先述したように、細工谷遺跡は百済王氏に関わる飛鳥・奈良時代の遺跡[大阪市文化財協会1999」

として知られており、今回の調査でも、古代の遺物が少なからず出土した。よって細工谷を望む高台

であるこの一帯にも、もとは柱穴などの遺構が存在したが、後世の削平で失われてしまったという可

能性が想定される。そして平安時代後期ごろから中世にかけて、南北溝がこの地に掘られ、次第に埋

まっていくようすが知られた。上町台地一帯の中世の遺跡としては四天王寺が著名であるが、ほかに

も点々と瓦などの出土が知られている。細工谷遺跡が中世に及ぶ複合遺跡であることが明らかとなっ

たことは、中世の上町台地の歴史を探るうえで、新たな資料が得られたわけであり、その点が本調査

の最大の成果であったといえる。

引用・参考文献

大阪市文化財協会1999、『細工谷遺跡発掘調査報告』I
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機械掘削時の風景

(西から)

S DO1検出状況

(南から)

SD01断面



堂ケ芝2丁目所在遺跡発掘調査(DSOI-1)報告書

・調査 個 所

・調査 面 積

・調査 期 間

・調査 主 体

・調査担当者

大阪市天王寺区堂ケ芝2丁目

約250m2

平成13年12月12日～平成14年1月9日

財団法人 大阪市文化財協会

調査課長 京嶋覚・松本啓子

〈調査に至る経緯と経過〉

調査地はJR環状線桃谷駅の西約200mの上町台地の東斜面に位置するが、調査地北西部に南西か

ら北東に走る深い谷が通るため、比高約5mにも及ぶ北西に下がる傾斜面が調査地中央部を横断して

いる(図1)。この谷の北西側の対岸には「百済尼」「百尼寺」などの墨書土器や「和同開称」の枝銭が出土

したことで有名な細工谷遺跡(SD96-1次調査)がある。また調査地の南と東の200mほどの範囲は、

400m '                        200m

1 : 10,000         1
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北1 トレンチ

北3 トレンチ

1 : 1,000

図3 調査区位置図

以前から白鳳～平安時代の瓦の散布地として知られ、発掘調査でも古代の瓦が出土している(図2の

DS87-3・88-1・89-1次調査)。現状では確実な遺構は検出されていないが、このあたり'に古代寺

院が存在する可能性が指摘されている。

平成13年且月29日に調査地内の高所・低所の2個所で試掘調査を行ったところ、高所で中世盛土

の可能性がある地層を、また低所で中世の遺物を包含する谷の埋土を確認した。そこで関係各機関の

協議を経て、本調査を行うことになった。

図3のように、上の調査区には逆L字形のトレンチを、下の調査区には合計4個所の小トレンチを

設定した。上の調査区では遺構・遺物の有無と平面的な広がりの確認を主眼とし、中世盛土の可能性

のあるシルト質粘土層の上面までを重機で掘削し、以下を人力で精査した。下の調査区では谷埋土の

詳細な情報の収集と旧地形の確認を主眼に調査を行ったが、谷の深い所では安全のため現地表から重

機の届く深さまでを調査した。

前の建物の解体作業と並行して行ったため効果的に作業を進行させることが難しいときもあった。

平成13年12月12日に上調査区の重機掘削を開始し、人力による精査に移行した。上の調査区に引き

続き下の小トレンチの重機掘削を2日間で行い、同時に地層の観察と遺物採集、記録作業を済ませ、

その日のうちに埋戻した。上の調査区も精査を終えた後、平成14年1月9日に埋戻しを行い、現地で

の調査を完了した。

なお、本調査では方位は磁北、標高はTP値を使用している。

く調査の結果〉

1.層序
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北1 トレンチ 北 2 トレンチ

W    EN     S

第1層

第1層

第2層一

I

l

象

\.,1 -

第31

l

I
I

一第2層

北3 トレンチ

第1層一

南トレンチ
NW

第2層

第6層

祠.Om

TP+3.師

TP+2. am

第1層:現代表土および盛土             第4層 :黒褐色粘土(谷の埋土)

第2層 :砂礫・シルト・粘土が混在する近世整地土   第5層 :茶褐色粘土(谷の埋土)

第3層 :淡灰色シルト質粘土～粘土(谷の埋土)     第6層:黄灰色シルト質粘土(地山)

図4 下の調査区の層序模式図

下の調査区では北1・2のトレンチにいくつかよく似た地層が確認された。よた、南 トレンチと上

の調査区の地層にも関連性が認められた。ただ北3トレンチだけは重機の届く範囲はすべて現代の客

土層であった。これらを総合した本調査地の層序は、以下のとおりとなる(図4・5)。

第1層:現代表土および盛土である。

第2層 :砂礫・シルト・粘土が混在する整地土で、近世の遺物が出土した。

第3層:北1・2トレンチに見られる淡灰色シルト質粘土～粘土で、谷の埋土である。遺物は北1

トレンチで中世陶器片が出土した。

第4層:北1・2トレンチに見られる黒褐色粘土が主体の、木の繊維や雑木を大量に含む腐植土層

(図版1枚目上段)である。遺物は出土していない。第3層同様に谷の埋土である。

第5層:茶褐色粘土で、北 2トレンチの谷の

埋土である。遺物は出土していない。

第6層:南 トレンチと上の調査区で見られた

8 〕エク 第」層 :現代表土

第2層 :砂礫・シルト・

第2層    粘土の近世整地土

第6層 :黄灰色シルト質

.ヤ,.い    粘土(地山)
第7層 :浅黄橙色の礫混

り砂(地山)

第8層 :明褐色砂礫の混

る褐灰色粘土質シ

ルト(地山)

第9層 :にぶい褐色粘土

混り砂礫(地山)

εN

黄灰色シルト質粘土を主体とする層で、後述す

る第7層以下の海成層とは異なる陸水成の堆積

層である。層中の上位や下位に鉄分を含む赤褐

色の帯が水平方向に見られ、この境界面で乾痕

が見られるところがある。南 トレンチ・上の調

査区とも出土遺物はなく、本層以下が地山と考

TP+8. am

図5 上の調査区の層序模式図
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えられる。本層上端の標高は、上の調査区で9.5m(図版1枚目上段の写真の中位にある境界面)、南

トレンチで3.4m(図版1枚目中段の写真では下1/3の均質な粘土層の上面)である。北 1トレンチで

は標高1.2mまで、北 2 トレンチでは標高0.8mまで掘削したが、 どちらも最下層が谷の埋土で、本層

やこれより下位の層までは到達しなかった。

第7層 :本層以下は上の調査区を深掘りして確認したものである。すべて海成層で、ほぼ水平に堆

積している。本層は浅黄橙色の礫混り砂で、上面に粘土を含む赤褐色砂礫が堆積していた。本層上半

にはサンドパイプが見られた。サンドパイプの径は2.Ocm程度で粘土が入り込んでいた。

第8層 :褐灰色粘土質シルトに明褐色砂礫の塊が無数に混る。

第9層 :上記の2層に比べて均質な、にぶい褐色の粘土混り砂礫である。

2.遺構と遺物

下の調査区は4個所のトレンチ調査のみで平面的調査は行っていない。断面で見る限り、遺構は見

られなかった。         一一一

上の調査区では第6層の地山上面で、溝 状の細長い掘込みと土塘を検出した(図6)。

溝は北東一南西方向のものが合計6条見

つかった。いずれも谷の方向にほぼ一致す

る。一回の作業で掘った溝は幅が1.5m程度

とみられ、位 置をずらして溝を掘り直 して

いるところがあり、溝 幅が約2.5mと広 く

なっていた。深さは検出面から0.1～0.5mと

ばらつきが あり、掘 り直 された溝が深く

なっている。最終的にどの溝も暗黄褐色砂

礫で一気に埋め戻されている。この砂礫は

第7層が再堆積したものとみられる。これ

らの溝の性格や機能はよくわからない。出

土遺物はほとんどが小破片で、18世紀後半

～19世紀前半のものが多い。これに須恵

器・土師器、古 代や中世の瓦といった古い

遺物が少し混じる。

土塘は平面が楕円形や不整形のもので、

大きいものは長径が3.5m,短径が2.2m,深

さが0.6mある。土壇の埋土は灰褐色砂礫混

り粘土質シルトと橙色砂・粘土混りシルト

の2種類があるが、出土遺物でみる限り土

塘に時期差は認められず、上述の溝と同様

にすべて18世紀後半～19世紀前半の遺構と

5

1:200

図6 地山上面の遺構
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考えられる。

〈まとめ 〉

本調査では古代・中世に遡る遺構は検出されなかったが、下の調査区の谷の埋土から中壮の陶器片

が出土したことや、近世の整地土や遺構から須恵器・土師器や古代～中世の瓦が出土したことから、

本来は調査地およびその近辺に古い時代の遺跡があり、その遺物が再堆積したものと推定される。こ

れは従来の調査結果や論考1)等と同様である。

周辺調査についてみると、DS87-3・89-1次調査では本調査第7層に相当する砂礫が地山最上層

であり、両調査地は尾根の高い位置にある。DS88-1次調査は現状で尾根からやや降った場所にあっ

て、砂礫層の上に薄く本調査の第6層に似たシルト質粘土の地山が残っていた。地山最上層の上面の

標高をみると、今 回の調査も以前の調査も9～10mで、ほとんど差がない。

さらに、地山上面の遺構の埋土や地山を覆う地層は、いずれも本調査と同様に近世のものであり、

近世の遺物に古い時代の遺物が混じる状況も、どの調査においても同じであった。

また、先にも述べたように、今回の調査ではシルト質粘土は上の調査区だけでなく、下の調査区の

3.4mの高さでも見つかっている。

資料は多くないが、これらのことを考慮すると、シルト質粘土の地山は本来もう少し広い範囲に堆

積していて、それが近世までの間に尾根の高いところほど大きく削平を受け、このとき古代や中世の

遺構・遺物も大半が失われてしまったのではないかと考えられる3

本調査地についていえば、古代にはすでに西側の大きな谷が形成されていて、ここが谷の落込み際

になっていたであろうから、遺跡の範囲にここが含まれていたとしても、本調査地は遺跡の中心部で

はなく、縁辺部と考えられる。

削平された土砂は、どこか遠くへ搬出されたというより、本調査地西側の深い谷を埋立てるのに利

用された可能性が高いであろう。そうであるなら、谷部分の調査によって古代・中世の堂ケ芝を復元

する手がかりを得ることができるのではないかと考えられる。また、この谷の反対側の斜面には細工

谷遺跡も位置している。したがって、この谷から得られる情報は重要であるといえよう。今後の調査

成果に期待したい。

代表的なものに、石田茂作1936「堂ケ芝廃寺」:『飛鳥時代寺院址の研究』第一書房、pp.543-549がある。
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上の調査区東半の遺構

(東から)

上の調査区南半の遺構

(西から)

上の調査区全景

(東から)



大道 丁目所在遺跡発掘調査(DAOI-2)報告書

・調査 個 所

・調査 面 積

・調査 期 間

・調査 主 体

・調査担当者

大阪市天王寺区北河堀町64-6、8

約30m2

平成14年2月25日～平成14年2月27日

財団法人 大阪市文化財協会

調査課長 京嶋覚・積山洋

〈調査に至る経緯と経過〉

当該地は古代以来の大寺として著名な四天王寺の南約250mに位置し、その南門へ向かう参道沿い

に位置する(図1)。標高約14.3mの調査地から南は東西方向の谷(底付近の現標高約9.5m)へ落込む

斜面となっており、この谷は、 8世紀末に和気清麻呂によって掘削された「河内川」のルートと推測さ

れている。また調査地の南西に隣接して、庚申を紀ることでは我が国最古とされる庚申堂が位置する。

今般、標題の建設工事が予定されたため、平成14年2月12日、試掘調査(DAOI-1)が実施された。

その際、中世の遺構が見つかり、本調査を行うこととなったものである。

〈調査の結果〉

1.層序

調査地では近現代の攪乱がひどく、近世以前の地層はまったく残っていなかった。北西部では地山

である上町層が地表面直下(標高約14.2m)で検出されたのに対し、南および北東部では約1.3m下(標

高約13.lm)まで近現代の整地層であった。

2.遺構と遺物

今回の調査で見つかったのは中世の井戸である。これは敷地の北西で試掘の際に見つかったもので、

直径0.6m以上、深さ0.8m以上の規模が知られた。この遺構は隣家の安全上の問題により、本調査の

範囲から除外したが、遺物は若干出土している。図3の古墳～飛鳥時代の須恵器鉢,・中世後期の土師

器皿のほか、常滑焼、瓦質羽釜、離れ砂の付いた平瓦などの破片があり、中世後期のものとみられる。

このほか、近現代の整地層から13～14世紀の土師器羽釜や近世初期の唐津焼碗などが出土している。

〈まとめ〉

今回の調査は事例の少ない四天王寺南方で貴重な資料を提供するものであった。大道1丁目所在遺

跡はまだその実態がほとんど不明であるため、中世の遺構を確認したことと、小破片とはいえ古代か

ら中世・近世に到る遺物が出土したことは、今後この地域の歴史を解明していく上で、貴重な資料と

なった。
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図」調 査地位置図
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図3遺物実測図

図2調査区位置図
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調査風景 (機械掘削時)

調査区全景 (南東から)



[Ⅴ 浪 速 区
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浪速元町遺跡B地点発掘調査(NKOI-1)報告書

・調査 個 所

・調査 面 積

・調査 期 間

・調査 主 体

・調査担当者

大阪市浪速区湊町2丁目5-4

約50m2

平成13年6月18日～平成13年6月27日

財団法人 大阪市文化財協会

調査課長 京嶋覚・松本啓子

〈調査に至る経緯と経過〉

調査地は現在のJR難波駅(OCAT)南にある中央広場の南東隅に位置している。もとはJR湊町

駅の車両引き込み線のあった場所である(図1)。上町台地の西側斜面の裾の松屋町筋から西約1.5h

の地点に本調査地は位置し、さらに西約5 km行くと現在の大阪湾がある。現地表で標高が約2mの比

較的低い場所である。過去に南東約150mのところでNK96-1次調査が行われ、標高1.0～Omの高

さで中世・近世の遺構と遺物が見つかっている。

平成13年6月8日に行った試掘調査で、地表面から約3m下で瓦器や白磁など中世の遺物を包含す

る砂礫層が見られたため、関係諸機関との協議を経て本調査を行うことになった。

Nκ96-1

訃

1:5.000

今回調査地

30m
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調査は試掘結果に基づき、中世の遺物が出土した地層(後述の第3層)近くまで重機で掘削し、以下

を人力によって精査した。第 3層以下は湧水力堪 だしく、またこの層より上位の層も粘 り気のない砂

やシルトが主体であるので、壁面崩落の危険を回避しつつの調査であった。第 5層になると湧水と壁

面崩落がさらにひどくなり、面積も狭いことから、第 5層の途中で人力による精査は断念し、かわり

に重機で掘下げて遺物の採集と地層の情報の収集を行った。6月27日に埋め戻しを終え、現 地調査を

完了した。

なお、本 調査では方位は磁北、標高はTP値を使用している。

また、層序の観察に際しては、大阪市文化甘協会調査研究部小倉徹也、東大阪市文化財協会別所秀

高両氏からご教示を得た。

〈調査の結果〉

今回の調査においては、第 2層以上が人為的な整地層で、第 3層以下は自然堆積層であった。そし

てどの層にも遺構は見られなかった。以下に本調査で確認した層序と出土遺物を記す。

1.層序

第0層 :現代の盛土である。

第1層 :砂やシルトを主体とする客土層で、

遺物から近世の整地層と考えられる。

第2層 :暗青灰色砂礫混り粘土質シルトで、

第1層同様に近世の整地層と考えられる。

第3層 :砂礫混りの灰褐色シルト質粘土で、

上半にサンドパイプが見られた。13世紀末葉ご

ろまでの遺物が出土した。本層出土の遺物はい

ずれれもほとんど磨耗していない。

第4層 :暗灰黄砂礫混り粘土質シルトと黄灰

色粘土混り砂礫の互層で、調査区南半に見られ

た。本層上面の標高は最も高い東側で-0.8m,

低い西側で-0.9mである。下面は-1.0～-1.2

mで、南 西方向に下がりながら厚みを増して堆

積している。かなり湧水する。出土遺物のうち、

もっとも新 しいものに13世紀末葉の瓦器椀の破

片があり、これが本層の堆積時期の上限を示す。

また、出土遺物はいずれもほとんど磨耗してい

ない。

第5層 :上面から0.5mほどが黄褐色砂質シル

ト混 り砂礫、その下は灰色の砂・泥混り礫～砂

N

第0層

第5層

第6層′

第7層

第4層、

S

TP+2.0m

第0層 :現代盛土
TP+】.Om

第1層:砂やシルト主体の

客土層

第2層:暗青灰色砂礫混り

0,̂ o」   粘土質シルト

第3層:砂礫混り,の仄褐色

シルト質粘土

7第4層:暗灰黄砂礫混り粘

=巳ク2   土質シルトと黄灰色

粘土混り砂礫の互層

第5層:黄褐色砂質シルト

混り砂礫と灰色

砂一泥混り礫～砂

質泥層

第6層:灰色礫混り粗粒

砂・泥混り礫

業7層:水平層理の灰色泥

混り砂層

TP-3.Om

TP-2.0m

TP-4.0m

図3 層序模式図(東壁)

一54-



質泥層になる。湧水による壁面崩壊のため、本層の途中から重機掘削して遺物の採集を行った。この

ため正確な深さは記録できなかったが、黄褐色砂礫と灰色の砂・泥混り礫～砂質泥層の境界は標高一

1.3mぐらいで、第 6層との境界は標高-2.7mあたりにある。浜堤(列)1)や堤間湿地などの環境が考

えられる。遺物は下位になるほど少なくなる。12世紀代のものが多いが、図4-31のような13世紀

後半～末葉ころの瓦器も第5層の下部で出土しているので、第3・4層同様に13世紀末葉が本層の堆

積時期の上限と考えられる。また、遺物がほとんど磨耗していないことも上の2層と同様である。

1

口
謙
艶
冨

10          20エ

1:4

図4 出土遺物実測図

第5層(1～4・11～20・22～24・28～32・34・37・38)、第4層(5・6・8・10・26・39)、第3層(9・27)、第2層(7・

21・25・33・36)、試掘(35)
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第6層:標高-3mぐらいまでの厚さ0.3mほ

どの灰色礫混り粗粒砂・泥混り礫で、陸地側か

らの土砂の供給が盛んで泥分の堆積ができるよ

うな環境が考えられる。本層以下では遺物は出

土 していない。

0

!            [

図5 四天王寺の文字瓦拓影

(四天王寺文化財管理局1986より)第7層 :標 高 -3～ -4m ぐらい まで 見 られ

た水平層理の灰色泥混り砂層で、下面の境界は未検出である。カガミガイが出土し、潮間帯下部～潮

下帯に相当すると考えられる。

2.出土遺物(図4)

1～6は土師器皿で、6は脚が付<11世紀後半ごろのものである。1～4が第5層、5・6が第4層から

出土した。7は第2層出土の土師器の羽釜、8は第4層出土の三足の付く釜で、13世紀後半～末葉の

ものである。9は内面に布目、外面に縄タタキメが残る古代または中世の平瓦で、第3層から出土し

た。10は第4層から出土した軒平瓦で、瓦当面の左端に下半の欠けた「瓦」の文字がある。同様の文字

瓦は四天王寺の軒平瓦が知られており、右から「四天王寺瓦」の5文字が配される。『四天王寺古瓦聚

成』(四天王寺文化財管理局1996)によると、これら5文字の間に「長久年中(1040～1044)」(図5)や

「治承四年(1180)Jといった紀年のあるものがあり、11世紀中葉～12世紀後半に作られたことがわか

る。同書によると、この文字瓦は播磨地方の製品で、10もその製品の可能性がある。11～13は内黒

の黒色土器椀、14は両黒の黒色土器の高台部分で、すべて第5層から出土した。11世紀までのもの

である。15は播磨地方の須恵器杯で、第5層から出土した。底部外面に糸切り痕跡が残る。16～22

は瓦器皿、23～31は瓦器椀である。ヘラミガキが密でていねいなものから粗雑なもの、あるいはしっ

かりとした作りの高台が付くものから簡素な低い高台を貼り付けたものまである。これらは12世紀前

半～13世紀末葉の間の遺物である。21・25が第2層、27が第3層、26が第4層から出土し、他はす

べて第5層から出土した。≦2～35は中国製の白磁である。32は内面が無釉で、壺や瓶などの口縁部

と考えられる。第5層から出土した。33～35は玉縁碗で、11～12世紀のものである。33が第2層、

34が第5層の出土で、35は試掘時に出土した。36は第2層出土の須恵質のイイダコ壺で、37・38は

ともに第5層から出土した土師質の土錘である。39は青磁の大皿とみられる削出しの高台で、第4層

から出土した。見込みには胎土目が4個所に見られる。中国製品であろう。第2層からも同様の削出

し高台 の青磁 が もう1 点 出土 している。

〈まとめ 〉

本調査の中世遺物包含層の状況をみると、ここは海や河川の影響を受けやすい場所で、本調査にお

いて第3層以下に遺構がなかったことも考え合わせると、ここに人が住んでぃた可能性は薄いと考え

られ る。

また、遊離資料ながら中世の軒平瓦や瓦が出土したことは、瓦葺き建物の存在を想定させる。中世

で瓦葺きといえば寺院や役所などが考えられるが、現在、本調査地付近でこういった遺跡の存在は知
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られていない。立地からみて、おそらく本調査地より東側にこういった中世の遺跡があったとみられ、

上町台地の西側斜面の未知の遺跡を推定することができる。この遺跡の全貌は今後の調査にゆだねな

ければならないが、今 回の調査で手がかりをひとつ提示できたといえよう。

引用・参考文献

四天王寺文化財管理局1986、『四天王寺古瓦聚成』、pp.l06-107・157

註

1)浜堤とは大阪湾のような弓形の汀線をもった砂質の海岸で汀線に沿って堆積する低い砂の高まりを指し、この浜堤

が連なる、い わば波板状の地形が浜堤列である。
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(南から、中央奥の

調査地と周辺建物

建物がOCAT)

調査区全景

(南から)

北壁断面

(南から)



Ⅴ 東 淀 川 区
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崇禅寺遺跡発掘調査(SZOI-4)報告書

・調 査 個 所  大阪市東淀川区東中島4丁目817-4

・調 査 面 積 60m2

・調 査 期 間 平成14年12月3日～平成14年12月9日

・調 査 主 体  財団法人 大阪市文化財協会

・調査担当者 調査課長 京嶋覚・南秀雄・趙哲済・櫻井久之

〈調査に至る経緯と経過〉

崇禅寺遺跡は、大阪市の北部、東淀川区東中島4・5丁目、淡路1丁目に所在する。遺跡の発見は1927

年、今 回の調査地の北側で行われた下水道工事の際に、中島惣社の宮司が弥生時代後期の大型壺形土

器を採集したことによるとされる [大阪府神社庁1981」。遺跡周辺の現地表はTP+1.6～4.Omにあっ

て、ほとんど目立った起伏は見られない。地表下1m前後に、弥生時代後期から古墳時代前期にかけ

ての遺構のベースとなる水成砂層があり、これがつくる地形は梶山彦太郎・市原実両氏によって 「長

柄砂嘴・砂州」 と呼ばれ、泉州海岸の沿岸州が発達したものと考えられている [梶山・市原1986」。

本格的な調査は、1981年、府営住宅の建設に伴って、大 阪府教育委員会によって実施された。その

調査では、弥生時代後期～古墳時代初頭の土器が多く出土し、また、鉄製素環頭大刀も出土した。そ

の後、これまでにSZ88-2・4次調査、SZ89-6次調査など14件の本調査が当協会により行われている。

それらの調査では、弥生時代後期～古墳時代初頭の土器や土錘のほか、 5世紀代の埴輪・須恵器・土

師器、中世の土器・陶磁器などが出土している [大阪市文化財協会1999」。

今回の調査地は、SZ89-6次調査地

の西70mほどの位置にあたり、また、

遺跡発見の契機となった地点に接して

いる (図1)。当地において、大阪市

住宅局による建設工事が計画されたた

め、工 事に先立って2001年10月19日

に、大 阪市教育員会により試掘調査が

敷地内3個所で行われた。その結果、

東端の試掘壇において表土下に土壇状

の窪みが確認され、土師器片が出土し

た。しかし、時期を確定しうるような

資料は得られなかった。
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調査区は試掘時に土壇状の窪みの見つかった敷地東部寄

りの場所とし、 4mX15mの大きさで設けることとなった

(図2)。本調査は12月3日から着手し、重機による上掘

りの後、遺構検出作業を行なったところ、溝 や多数の土城

が存在し、その埋土中などに古墳時代初頭の土師器が散見

されることがわかった。以後、これらの遺構の時期や性格

を追及すべく、遺構の掘削、観察、記録作成を行った。調

査は12月10日に埋戻しおよび撤収作業を行なって終了した。

調査で使用した水準はTP値、方位は磁北である。

〈調査の結果〉

1.層序

現地表は、TP2. 8～2.9mであり、深 さ約1.8mまでの地

層を上位から第1層～第4層に区分した (図3)。

第1層はオリーブ褐色(2.5Y4/i)で小礫 (fine pebble)

を含むややシルト質の粗粒砂～細粒砂からなる現代の畠の

作土層 (調査地西部)、お よび現代整地層 (調査地東部)

で、層厚は15～30cmであった。

第2層は調査地中・東部に分布したにぶい黄褐色(2. 5Y

5/3)で小礫～細礫を含むややシルト質の粗粒砂～中粒砂か

らなる搬入土層で、層厚は20～30cmであった。レンガ片が

出土した。

第3層は調査地西部に分布する上部の作土層と中・東部

に分布する下部の土壇埋土層から成る。両者の層界は他の

地層間の層界に比べてあまり明瞭ではない。

第3層上部の作土層はオリーブ褐色(2.5Y4/3)のややシ

ルト質の粗粒砂～細粒砂からなり、層厚は20～25cmであっ

た。多数の土師器片のほか、近世の瓦片が出土した。

第3層下部の土塘埋土層は調査地の西端を除く広い範囲

に分布し、小礫～細礫を含むややシルト質の極粗粒砂～粗

粒砂からなった。多数の古墳時代前期の庄内式・布留式土

器片のほか、奈 良～中世の土器片、瓦片が出土した。

第4層は観察した範囲で下部 (層厚1m以上)が上方粗

粒化する粗粒砂～中粒砂薄層と砂礫薄層の互層であり、

個々の単層には級化構造が認められた。古流向は概ね東か

調査区

1:500 20rn

図2 調査区配置図
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ら西へであった。中部 (層厚0.3m)は弱く

上方細粒化する粗粒砂層であり、葉理構造不

明瞭であった。上部 (層厚0.5m)は弱く上 0
方細粒化する淘汰不良の礫混り粗粒砂層で、

堆積構造は著しく乱れていた。遺物は見つか

らなかった。

2.遺構と遺物

(1)遺構

第4層の上面で土壇群と溝状遺構を検出し

た。土城群は平面形が円やいびつな楕円の大

小の穴が重なり合ったもので、平面観察で13

基、断面観察を含めると20基以上が識別でき

た。穴 の最大のものは長径2.4m,深さ0. 8

m1 小さなものは長径0.7m,深さ0.1mで

あった。最 も深かったのは7個以上の穴が重

なり合ったもので、1.3mの深さがあった。

ひとつの穴の底には木の根が半ば朽ちた状態

で見つかった。溝状遺構はIi.3～0. 4m,深

さは数cmであり、調査地西部で2条を検出し

た (図4)。

調査地の南側には中島惣社があるが、住民

に聞き取り調査を行ったところ、昭和の中頃

は調査地は中島惣社の境内にあり、調査地の

西側に鳥居があったと言う。明治後半に作成

されたという版画 「大阪府西成郡西中島村大

字山口中島惣社境内図」には境内に広がる松

林と西北の鳥居が描かれており、調査地は当

時の境内に広がっていた松林の中にあたると

みられる。また、 『東淀川区史』 [東淀川区

史編集委員会19謳コには、出典は明記されて

いないが 「老松欝蒼と繁茂し明治初年まで東

西八十間南北二百四十間坪数一万九千二百坪

の除地であったが、明治2年 (1869年) 3月

この地に囁津県 (のち豊崎県)がおかれるに

当た り、松 樹を伐採 して大いに風致を損
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土壌群

1:100

図4 遺構平面図

し、・・・」の記事があり、松 林が伐採されたことが伺える。

以上の状況から、第 3層下部を構成する土壇群は中島惣社境内にあった松林め松を掘り起こした跡

ではないかと考えられる。出土遺物の年代から中世以降の行為と推定され、古 文書の記述からは近世

以降の行為であった可能性力塙 い。何回かの掘り返しがあったと考えられる。掘 り返 しの最後の時期

には、第 3層上部が構成する畠をつくることを目的としたのかもしれない。

(2)遺物

表土掘削や遺構検出などの作業中に、庄内～布留式期の土器が多く出土した。その状況は検出され

た溝や土壇などの遺構を掘削しても同様で、この時期の遺物が大半を占める。しかし、極少量ではあ

るものの古代・中世の遺物も確認される。SDOIから中世の土師器小皿、SKO5から丸瓦、須恵器亮の

体部、内面に放射状暗文を有する土師器皿、SKO8から黒色土器椀や瓦器椀などが出土している。

以下、遺物図版に抽出した資料について述べる。1～8は庄内～布留式期の遺物である。1は頚部に

キザ ミメのある突帯を巡らす壺の破片である。2・3はともに畿内第Ⅴ様式の系譜を引くもので、それ

ぞれ広口壺口縁部、亮肩部である。4・5は庄内式要の口縁部および体部で、 ともに胎土中に角閃石を

含み、灰褐色をしている。6・7はともに布留式に属するもので、前者は亮口縁部、後者は小型精製土

器の鉢である。8は管状土錘で、直径約3 cmある。同様の土錘の完形品が表土掘削中にも出土してい

る。

9～14は古代・中世の土器である。9は土師器鍋などの把手部分、10は内面に放射状暗文をもつ土師

器皿で、ともにあまり磨滅してはいない。】1・12は須恵器で、前 者は壺肩部、後 者は盗体部である。

以上については8世紀代のものであろう。13は土師器小皿、14は土師器の皿あるいは鉢などの脚台部

である。ともに精製された胎土で、中世の土器であろうと思われる。

3. 第4層の形成について

崇禅寺遺跡の基盤を成す第4層の下部から中部・上部への層相変化は、本 地域が水域から陸域への

変化を示すものと推察される。すなわち、下 部の上方細粒化は三角州の発達に伴なう堆積場が相対的

に沖から河口へ移動したことを示すものであり、粗粒砂～中粒砂薄層と砂礫薄層の互層は三角州前縁

のフォアセット層理とみられる。中部から上部では離水と冠水を繰り返 したとみられ、中部の堆積構
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造の不明瞭さは離水時の擾乱によるものと考えられる。また、上部の堆積構造の著しい乱れは、離水

後の生物擾乱によるものと考えられ、風成2次堆積による堆積物の供給もあったと思われる。束から

西への古流向は淀川三角州の発達方向と一致する。

ところで、崇禅寺遺跡は上町台地に沿って北へ成長した長柄砂州 (天満砂堆)に成立したとする梶

山ほか (1986)の考えが、多 くの研究者に支持されてきた。しかし、第 4層の堆積場が淀川三角州で

あったとする今回の調査結果は、長柄砂州説とは一致しないことになる。

〈まとめ 〉

本調査では、予想どおり古墳時代前期の遺物が多数出土した。遺物量が多いことから、調査地には

古墳時代前期の生活跡 (遺構)があったと推定されるが、残存していなかった。その原因は、江戸時

代以降 (～昭和?)に畠をつくるために松林が掘り返され、遺構が残されていた第4層上面が著しく

壊された結果によると考えることができる。試掘調査時に調査地の東側では遺構が見つからなかった

が、第4層が浅い深度に分布するので、広く掘れ(割永生～古墳時代の遺構が見つかった可能性がある。

第4層の堆積場は、淀川三角州の発達に伴なって三角州前縁から離水し、安定した三角州面に移り

変わったと推定される。この推定に基づけば、崇禅寺遺跡が長柄砂州に成立したとする従来の説は、

再検討が必要になる。

引用・参考文献

大阪市文化財協会1999、 『崇禅寺遺跡発掘調査報告』 I

大阪府神社庁1981、 『大阪府神社文化財図録』

梶山彦太郎・市原実1986, 『大阪平野のおいたち』青木書店'

東淀川区史編集委員会1956、 『東淀川区史』
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遺構掘削前(上左)掘削後(上右)

(西から)

遺構検出状況

穴の底に木の根が残る

(南から)

北壁地層断面(西部)



東淀川区小松4丁目における

遺跡分布確認調査(KOOI-1)報告書

・調査 個所 大阪市東淀川区4丁目14番

・調査 面積 25m'

・調査 期間 平成14年3月7日～平成14年3月8日

・調査 主体 財団法人 大阪市文化財協会

・調査担当者 調査課長 京嶋覚・趙哲済

〈調査に至る経緯と経過〉

調査地は淀川の分流路である神崎川の南側にあり、南東約500mには、中世の三宝寺伝承地がある

(図1)。建設省国土地理院(1963)の土地条件調査報告書(大阪地区)によれば、淀川低地と大阪

海岸低地とに挟まれた吹田砂堆に位置するが、調査地から三宝寺伝承地一帯は日本書紀安閑天皇二年

九月一三日条にみえる大隈島であると伝えられる。神崎川は古代～中世には三国川と呼ばれ、785年

に淀川の分流路として掘削されたと言われる (続日本紀延暦四年正月一四日条)。当時は現在の南江

口から別府への北進流路であったが、明治中期に現在の西進する新流路が開削されている。また、調

図1 調査地位置図(国土地理院発行5万分の1地形図に加筆)
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図2 調査 トレンチの位置

査地の南に位置する小松神社は、菅原道真が延喜元年 (901)太宰府へ左遷された時に当地に立ち寄

り、数千株の小松をみて感動、 「小松の詩」を吟じたことから、後 に村人が道真公を偲んで社を建立

し、小松の天満宮と称 したと伝えられている。このように、文献史学的には本地域は古代以来、人 び

との営みが永続した土地であったことが伺える。

本調査に先立って行われた大規模開発に伴なう試掘調査 (01-121調査)では、地表下0. 6～1. 2mに

18世紀～19世紀前半 (江戸時代後期)の遺物を包含する畠作土層 (第2層)があり、その下位には江

戸時代後期以前の水田と推定される作土層 (第3b層)が分布した。さらにその下位に分布した時代未

詳の河川の氾濫堆積層 (第4層)は、大隈島や小松神社の伝承から察するに、古代に遡る可能性があっ

た。また、古代以前に遡る可能性がある三宝寺伝承地のいわゆる地山層とも対比される可能性があっ

た。しかし、地層の重なり状況からは、第 4層もさほど古い時代の堆積層とは考えられず、弥生時代

や古代の遺構は、第4層を堆積した河川の氾濫によって削られたか、第4層の下位に埋もれているとも

考えられた。

そこで、第 3層以下の地層を詳細に観察し、当地域で人間が活動できる条件がいつごろ成立したか、

また、第 4層の中あるいは下位により古い時代の遺物包含層があるのかどうかを確かめることを目的

として、本調査を実施した。

〈調査の結果〉

1.層序

工場跡地である調査地はほぼ平坦に整地されており、北面道路より約0.3m高く、標高は約4.6mで

あった (図2)。層厚40～70cmの現代盛土層の下位を、第1層から第4層まで区分した。試掘調査結果

も踏まえて上位層から順に述べる (図3)。

第1層は暗褐色のシルト質中～粗粒砂からなる畠作土層で、層厚は20cm前後であった。瓦 ・土師器・

炭片等が混じっていた。

第2層は暗黄灰色のややシルト質中～粗粒砂からなる作土層で、層厚は20cm前後であった。瓦 ・土

師質皿・陶磁器・土人形・火打石・鉄釘・炭片が混じっていた。
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試掘No.1 試掘No. 2     調査地 試掘No. 3 試掘No. 4
GL

現代盛土

爪形文土器片

第】層

01 1I1コ
11

U

図3 調査 トレンチの位置

第3層はにぶい黄灰色のややシルト質中～粗粒砂からなる人為層であった (試掘No. 1)。3a層はに

ぶい灰黄色～灰褐色のややシルト質中～粗粒砂からなる作土～盛土層 (試掘No. 2～3)で、下位の3b

層は灰色～にぶい灰色のシルト質中粒砂からなる水田作土～人為層であった。遺物は出土しなかった。

第4層は灰色の極粗粒砂～中粒砂からなる河成層であり、層厚は2.2m以上で、下限は不明であっ

た。全体として上方細粒化を示し、ほぼ北から南へ傾くプラナー型斜交層理が顕著であった。地表下

2.4m付近にはアンチデューンが認められ、それより下位にある3層準の粗粒砂～砂礫層で逆級化構

造が認められた。

2.遺構と遺物 (図4)

第2層の遺物は主として畠の畝間堆積物から出土したものであり、18世紀～19世紀前半 (江戸時代

後期)の年代が推定される。第3層の出土遺物はなかったが、上位層との層序関係から第2層とはさ

は ど 天 さな 吟 間走 ほ照 い と万 尺 り不しる。小 洞 宜 胤 ("&よ1'[工 昭 (弔 j Dノ冒ノ qノ工 凹 (叶 仏 Vノ向 よ ワτ 、

また試掘No. 2ではこの作土層の基底面に幅60cm以上、深 さ15cm程度の溝を検出した。

第4層から縄文時代前期に比定される爪形文土器の小片が出土した。深鉢の口縁から体部に移るく
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胛部0破片1あり7゙ら・器壁が31 薄゚・゙表面"'1斜位0爪型紋が幅    .    7￥ =9
7mm程度でかつ密に施されている (図4)。

〈まとめ〉

図4 爪形文土器

今回の調査では主として第4層を観察した。観察された範囲で第4層

は、下部に逆級化構造やアンチデューンがあり、河 川の氾濫時の堆積層

と見られる。逆級化構造は洪水時の水位上昇時に形成される堆積構造である。また、アンチデューン

は流速が速く、極 めて浅い流状が推定される。プラナー型斜交葉理から推定される古流向が、北から

南であるのは、現在の淀川とは流下方向が異なるが、過去の淀川やその分流路の河道移動を示すもの

であろう。

第4層の堆積時期の詳細は明らかにならなかったが、文献史学的には10世紀以降は人間活動が可能

な干陸の環境であったと考えられ、第 3層との累重状況からみた第4層の堆積は、古代の初めか、そ

れよりさほど古くない時期と推定される。したがって、調査地周辺には古代や中世の遺構が分布する

可能性がある。
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調査地遠景

(南東から)

最終掘削状況

(南から)

第4層に見られた

了ンチチ 1 - ン

(流れは右から左へ)
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森小路遺跡発掘調査(MSOI-4)報告書

・調査 個 所 大阪市旭区新森7丁目122-1の一部

・調査 面 積 15m'

・調査 期 間 平成13年4月16日～平成13年4月24日

・調査 主 体 財団法人 大阪市文化財協会

・調査担当者 調査課長 京嶋覚・黒田慶一

〈調査に至る経緯と経過〉

森小路遺跡は大阪市の北東部に位置し、淀川の営力によって河内潟に半島状に突き出すように形成

された自然堤防上に立地する弥生時代中期の集落遺跡で、現在、旭区新森中央公園の北東隅を中心と

した直径約800mのほぼ円形がその範囲とされている。ただ、今回の調査地の位置する遺跡の東端、

すなわち主要地方道大阪内環状線の東側では、過去、本調査を行ったのはMS89-50次地点だけで、

遺跡東部の様相は不明であった。

平成13年4月10日、工事予定地の南側で試掘調査 (MSOI-2次)を行ったところ、弥 生時代中期

の土器と古墳時代の須恵器が出土したことから、本調査を実施することとなった。なお、調査で使用

した水準値はT.P.値 (東京湾平均海面値)を用い、本文・挿図中では「TP+○m」と示した。

1

図1 調査地位置図

L!ユ エ 主/
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〈調査の結果〉

1.層序

現地表面は道路面より30cmほど低い。重機掘削では厚さ約30cmの現代作土を除去した。調査の対

象となったそれ以下の地層について記述する。

第1層 :層厚約1 0cmの粘土混り暗褐色 (10YR3/3) シルト層である。江戸時代の遺物を含む。

第2層 :層厚25～35cmの粗粒砂混り黒褐色 (10YR3/2)粘土質シルト層で、弥生土器の壺29・

30、鉢 32、亮39、高杯46・47、石剣と思われる尖頭器の破片53、刃器54、それに須恵器の杯蓋57、

高杯58・60、壺59、土 師器杯61が出土した。弥生時代中期後葉の土器と古墳時代中期後葉、それに

飛鳥時代の土器を含むことを特長とする。

第3層 :層厚10～15cmの粘土を含む黒褐色 (10YR3/2)細粒砂層で、弥生土器の壺23～26、把

手31、企ト33～36・44・45、亮40、土器底部41・42、高材A8・49、凸基無茎式石鎌51 凸基有茎式石

鍼52、すり石55が見つかった。土器は弥生時代中期中葉～後葉のものが多い。

第4層 :調査区南東部に分布する。炭 ・粗粒砂混りの黒褐色 (10YR3/1)粘土質シルト層、にぶ

い黄褐色 (10YR4/3)細粒砂層、黒色 (7.5YR1.7 /1)炭層の互層からなり、層厚5～15cmを測る。

SK501は本層で埋没する。弥生土器は、SK501に伴う壺17・18、盗19のほか、壱37、壺38が出土した。

弥生時代中期前葉～中葉のものが多い。本層上面で図3下のようなピット群が見つかった。

第5a層:層厚2 cmの炭を多く含む暗オリーブ褐色 (2.5Y3/3)粘土質シルトの薄層と層厚3～7cm

の黒褐色 (10YR2/2)粗粒砂が互層となった水成層で、層厚は10～15cmである。高杯10、壺11～

16・22・43、920,緑色片岩製石庖丁50を含む。弥生中期前葉～中葉の遺物である。

第5b層:層厚5～10cmの、炭 と粘土を含も黒褐色 (10YR3/3)粗粒砂と暗オリーブ褐色 (2.5Y

E SP401

l
/TP+1.Om

第5b層

第5a層

第2層

第3層  /TP+1.Om

図2 南壁・東壁断面図
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SK701

SD701

第7層〈地住)上面検出遺構

第5a層上面検出遺構

SP504  SP503

① ○ 8。502

SK50i

SK409

SK407

SK405

SK403

SP401

第4層上面検出遺構(第4層の分布
しないところは第5a層上面)

0

図3 平面図

1:40
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図4 弥生土器実測図 (1)

一76-



】9

-                   21
20

l

図5 弥生土器実測図 (2)
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図6 弥生土器実測図 (3)
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3/3)粗粒砂からなる層で、弥生時代の壺1、受3・8・9、土器底部6が出土した。やはり弥生中期前

葉～中葉の遺物と思われる。

第6層:調査区南部と溝・土塘内埋土として分布する、層厚5～20cmの黒褐色(2.5Y3/1)～黒

色 (5Y2/1)粘土質細粒砂～シルトの水成層である。SD701の遺物として弥生時代の亮4・5が、S

K702の遺物としては亮2があり、そのほか壱7、砥石56が見つかった。弥生時代中期前葉の遺物と考

えられ る。

第7層:黒褐色(2.5Y3/2)を呈する地山層で、上部10～20cmは粘土質シルト層で、それ以下は

細粒砂層である。

2.遺構と遺物

第7・5a・4層上面で遺構を検出した。出土遺物からみて、それらはすべて弥生時代の遺構である。

弥生時代の遺構と遺物(図3～7)

第7層上面検出遺構

SK701 :直径0.6m,深さ0.2mの浅い土壇で、第6層を埋土とする。

SK702 :長さ2.5m,深さ0.4m以上のテラスを形成しながらなだらかに落ちていく土塘で、水成層

である第6層を埋土とする。体部外面と口縁部内面をていねいにハケメ調整した亮2が出土した。弥

5②

2:3

図7 石器実測図
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生時代中期前葉の遺構と考えられる。

(;=41"414〕;==コ一一===ク61

58

1:4

SD701 :幅1.2 ～2.9m,長さ6.0m以上、深 さ0.2

mの平面が不定形の浅い溝で、やはり第6層を埋土

とする。ハケメ調整をもつ亮4・5が見つかった。弥

生時代中期前葉の遺構と思われる。

第5a層上面検出遺構

SK501 :幅0.7 ～0.9m,長さ1.8m以上、深 さ0.2

m以上の平面が長方形を呈し、東 で南にやや振る東

西方向の土塘で、調査区南東隅で底面の中央部が高      図8 第2層出土土器実測図

くなり、土塘の幅も東で広がっていくことから、東 に二股に分れるものと思われる。第 4層を埋土と

し、弥生土器の口縁部にキザミメ、体部に櫛描き直線文をもつ壺17、口縁部・体部とも櫛描き直線文

をもつ壺18、 「く」 の字形に頚部が折れる亮19が出土した。弥生時代中期中葉の遺構と考えられる。

SP501～504 :直径0.15 ～0.25mの平面形がほぼ円形を呈し、深 さO.lmのピットである。SP503 -

504は第4層上面検出のSK404・405と位置が重複することから、それらと同一の遺構であった可能

性は残る。

第4層上面検出遺構

SK401～409:直径が0.2～0.5mの円形もしくは楕円形で、深 さが0.1～0.2mの土壇で柱穴の可能

性がある。SK408から高杯21が見つかった。弥生時代中期後葉の遺構と考えられる。

SP401 :第4層の中途から掘込まれた直径0.2m,深さ0.3mのピットである。第4層は炭を含む粘

土質シルトと粗粒砂の薄層の互層であるから、上述の遺構すべてが同一の薄層からの掘込みとは断定

できない。

その他

このほかの弥生時代の遺物として、防 空壕の底から出土した壺27・28がある。

〈まとめ〉

森小路遺跡の弥生時代集落の中心は、当調査地西方約400mの新森公園北方を中心とする東西方向

の自然堤防上、南北約300m,東西約500mの範囲と考えられてきた [大阪市文化財協会2001」が、

今回の調査で内環状線を越えて、さらに東側に広がる可能性が出てきた。またこの地で、弥生時代中

期を通じた各期の遺物が確認できたことも大きな成果である。MS89-50次地点でも、弥 生時代中期

後葉の遺構・遺物と古墳時代中期後葉の遺物が検出されているから、当調査地を含めた遺構の広がり

-が注意される。

内環状線東方の調査を重ねることによって、森小路遺跡の実態が明確になるものと思われる。

〈参考文献〉

大阪市文化財協会200L  『森小路遺跡発掘調査報告』 I
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第5a層上面検出状況

(西から)

土塘S K501

(南から)

南壁地層断面



Vl 城 東 区
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榎並城跡伝承地発掘調査(ENOI-5)報告書

・調査 個 所

・調査 面 積

・調査 期 間

・調査 主 体

・調査担当者

大阪市城東区野江3丁目148-2-154、157の一部

約43m2

平成14年3月22日～平成14年3月27日

財団法人 大阪市文化財協会

調査課長 京嶋覚・李陽浩

〈調査に至る経緯と経過〉

本調査地は地下鉄野江内代駅の東南約150mに位置

する(図1)。榎並城跡伝承地は中世榎並荘に築かれた

榎並城跡と推定されており、その中心地は本調査地の

北東約80mに位置する野江水神社(野江神社)付近にあ

ると考えられている。周辺ではこれまでに顕著な遺構

は確認されていなかったが、今回、表題の建設工事に

先立って平成14年3月19日に試掘調査を行ったとこ

ろ、地表下約1.5m付近において中世の遺物を伴う遺

構を確認したため、発掘調査を行うこととなった。

本調査は平成14年3月22日から開始した。試掘調

査を行った敷地南部に調査区を設定し(図2)、現地表

下約2mまでを重機により掘削した。そして主に断面

観察による調査と、一部平面調査を実施し、写真撮

影・実測などの記録作業を行った。3月27日には発掘

調査に関する作業および埋め戻しを含むすべての作業

を終了した。なお、本報告で使用した方位は磁北で、

水準値はT.P.値である。

〈調査の結果〉

1,層序

本調査区における層序は以下のとおりである。なお

今回行った調査は断面観察を主体としているため、各

層から出土した遺物の量は十分なものとは言い難い。

0              100m

1 : 2.500

図1 調査地位置図

-83-



よって各地層における年代の記述はひとつの指標としてあることをはじめに断っておく。

第0層:近・現代層である。アスファルト舗装部分と近・現代の攪乱層が含まれる。層厚は全体で

約0.4mである。

第1層:オリーブ黒色の少量の細粒砂混りシルト層で、炭 ・偽礫を含む。調査区東部で部分的に上

下二層に分かれる作土層である。層厚は0.4～0.5mである。層中からは備前焼播鉢・常滑焼・土師器

皿・瓦などが出土した。

第2層:大きく上下(A・B)に二分される。2A層は灰色の細粒砂混りシルト層で、炭 ・偽礫を含

む作土層である。層厚は0.10～0.l5mである。層中からは備前焼捕鉢(図5-3・4)・瓦質羽釜(図

5-1)・土師質羽釜・湊焼壱・常滑焼・土師器皿(図5-7)・瓦などが出土した。2B層は黒褐色

の中粒砂～細粒砂を含むシルト層で、炭 ・偽礫を含む作土層である。層厚は0.20～0.25mである。層

中からは土師質羽釜(図5-2)・瓦質羽釜・常滑焼・瀬戸焼・中国製白磁・土師器皿・瓦などが出土

した。第1・2層は一連の作土層における耕作時期などの違いと考えられる。両層中から出土した遺

物はともに16世紀頃の様相を呈する。

第3層:暗オリーブ～オリーブ黒色の中～細粒砂を含むシルト層で、灰色の細粒砂偽礫を多く含む。

作土層と考えられる。層厚は0.10～0.l5mである。層中からは瀬戸焼・土師器皿(図5-8)・瓦など

が出土した。出土遺物の年代観から15～16世紀頃の地層と思われる。

第4層:暗オリーブ灰色の中～細粒砂混りシルト層で、下にいくにしたがってシルト分が強くなる。

作土層と思われる。北西部で厚く、南東部では部分的にのみ遺存する。層厚は0.15～0.25mである。

本層からは瓦質羽釜・土師質壱(図5-6)・土師器皿(図5-10)・瓦などが出土した。出土遺物の年

代観から15世紀頃の地層と思われる。

第5層:黒色の中～細粒砂質シルト層で、調査区全般に見られる作土層である。層厚は0.1～0.2m

である。本層からは土師質羽釜・瓦質羽釜・瓦器・土師器皿・瀬戸焼などが出土した。出土遺物の年

代観から本層は15世紀頃の地層と思われる。

第6層:黒色の中～細粒砂質シルト層で、調査地東部で比較的厚く、西部で薄い。平均すると層厚

は0.10～0.l5mである。本層上面で溝2条を検出した。また本層からは瓦質羽釜・瓦器・土師器皿な

どが出土した。出土遺物の年代観から本層は13～14世紀頃の地層と思われる。

第7層:黒色のシルト～粘土からなる水成層で、暗色化している。層厚は0.05～O.lOmである。本

層上面では鋤溝状遺構・柱穴を検出した。

第8層:黒色のシルト～粘土からなる水成層で、層厚は約0.05mである。

第9層:オリーブ黒色のシルト～粘土からなる水成層で、層厚は約0.lmである。第7～9層は地

層の形成過程がほとんど同じと考えられ、下部にいくほどシルト分が強くかつ柔らかくなる。

第10層:黒色のシルト～粘土からなる水成層で少量の炭を含み、かつ暗色化している。層厚は0.0

5～0.08mである。

第11層:灰色の中～細粒砂混りシルトからなる水成起源の層で、植物遺体を多く含む。層厚は0.0

5～0.l5mである。第12層上部が植物擾乱を受けて形成された地層と思われる。
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SDO1

SPOI

図3 第7層上向遺構配置図・北酉壁断面図

第12層:オリーブ黒

色の細～極細粒砂からな

る水成層である。層厚は

不明であるが、試掘の結果

からすれば地表下約3mま

で続くものとみられる。な

お、第 7層から第12層

までは無遺物層である。

2.遺構と遺物

第7層以下は水成層で

かつ無遺物層であるが、

第7層上面で鋤溝状遺構

SDOIと柱穴SPOIを検

出した(図3)。鋤溝状遺

構SDOIは幅が約0.45

O

5m

1:100

m1 深さ約0.05mで第6

層によって埋められてい

る。溝の方位は北で西に

60度程振れる。南東端

部を確認しているが、北

西にどれほど続くのかは

不明である。溝底部には

不規則な起伏があるが、

これは農具による加工痕

跡と考えられる。つまり

この遺構は、本来第6層

下面遺構である可能性が

高い。柱穴SPO1は直径

が約0.3mの楕円形で、深 さ約0.25mである。柱痕跡は直径0.l8m程で、柱部材の木質が一部残存し

ていた。掘形の埋土は黒色の細粒砂を含むシルト、柱痕跡の埋土は暗青灰色の中～細粒砂を含むシル

トである。今回の調査範囲では他の柱穴を検出することはできず、この柱穴が建物に関係するものな

のかどうかは不明である。

第6層は13～14世紀の遺物を含む作土層である。その第6層上面で溝2条を検出した(図4)。SDO2

は幅が0.4～0.5mで、深さ約0.5mである。第5層の土で埋められている。埋土からは備前焼捕鉢(図

5-5)・土師器皿(図5-9・11・12)などが出土した。SDO2は北東壁断面では確認されるが、南
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できよう。

SD O2

図4 第6層上面遺構配置図・南東壁断面図

西壁断面にはないため

に、おそらく調査区内で

折れ曲がるか途絶えるも

のと思われる。SDO3は

幅が約0.3m,深さは約

0.35mである。SDO2と

同様、第5層の土で埋めら

れている。埋土からは土

師器皿・瓦器などが出土

した。SDO3は北東・南

西壁面で確認されてお

り、調査区外まで延びる

ことが判明している。以

上の溝2条は、ともに北

で東に30～35度ほど振

るかたちで平行して存在

しており、SDO3におけ

る溝底部のレベル差から

すると、北東に向かって

流れていたものと思われ

る。またこれらの溝は耕

作に係わるものと思われ

るが、具体的な用途は不

明である。しかし同じ方

角に向くことから、この

溝の方位がこの地におけ

る地割などと関係を持つ

可能性を示唆することは

〈まとめ〉

中世榎並城は、これまで文献上からその存在を推定されてはいたが、具体的な遺構・遺物によって

その痕跡を確認されたことはなかった。しかし今回の調査によって、中世の遺構と遺物が良好に存在

していることが明らかとなった。特 に、現 地表下約0.4mという浅いところで中世の地層を確認でき

たことは大きな成果であり、調査地周辺の中世における環境を推定するうえで極めて重要な意義を持
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6

図5 出土遺物実測図

20an

つものである。付近一帯に存在していたと推測される中世榎並城および榎並庄との係わりが俄然、現

実味を帯びてきたといえよう。

今回の調査では中世の柱穴・鋤溝状遺構・溝などが検出された。第7層上面で見っかった柱穴は、

13～14世紀以前にこの付近で人々が生活を営んでいた事実を物語っており、その時期に相当するも

のとしては榎並荘がある。榎並荘は榎並城に先行する摂関家領の荘園で、文献上では11世紀にその存

在が確認される。第7層上面の遺構は、文献に見える中世榎並荘の存在を遺構の側面から推定するう

えで貴重なものといえよう。また第7層上面検出の鋤溝状遺構と第6層上面検出の溝における方位の

違いは、14世紀から15世紀にかけてこの地の地割が変化した可能性を示し、このことは当時の榎並

荘における環境の推移を考察するうえで重要なものといえる。榎並城に関しては、「細川両家記」天文

十七年(1548)十月二十八日条に三好政長・政勝父子が榎並城に拠って三好長慶の軍勢と交戦したと

記されているのが初見であるとされる。今回の調査では同時代の遺物を含む層を確認しており、榎並

城に関するものかどうかは不明であるものの、瓦が多く出土していることから当地周辺に何らかの施

設が存在していたと推定することができよう。

このように今回の調査は、少ない調査範囲ではあったが重要な意義をもつものである。以後、本調

査地付近一帯での調査成果がさらに蓄積されていくことが望まれる。

く参考文献〉

平凡社1986、『大阪府の地名Ⅰ』、日本歴史地名体系第二十八巻

新修大阪市史編纂委員会編Ⅰ988、『新修大阪市史』第2巻

東成郡役所編1972、『東成郡誌』(上)、名著出版
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調査区全景

(北西から)

S DOI検出状況

(北から)

S DO2・03検出状況

(南から)



vm 阿 倍 野 区
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阿倍野筋南遺跡発掘調査(ASOI-3)報告書

・調査 個 所 大阪市阿倍野区阿倍野筋4丁目23-23、24

・調査 面 積 20m'

・調査 期 間 平成13年5月21日～平成13年5月25日

・調査 主 体 財団法人 大阪市文化財協会

・調査担当者 調査課長 京嶋覚・宮本康治

〈調査に至る経緯と経過〉

本調査地は阿倍野筋南遺跡のほぼ中央に位置している(図1)。阿倍野筋南遺跡は東西約300m,南

北約500mの、弥生時代から江戸時代にかけての複合遺跡であり、地形的には上町台地の高所に位置

している。これまで6回の本調査が行われ、弥生時代終末から古墳時代初頭にかけての竪穴住居や掘

立柱建物が検出されており、当該時期の集落地であったことが明らかになっている。

当地において住居の建て替えが計画され、平成13年5月15日に工事に先立って試掘調査を行った。

その際、時期は不明ながら大型の土壇が確認されたため、大阪市教育委員会と事業者との協議の結果、

本調査を行うこととなった。調査は5月21日に開始し、同月25日に現地での作業を終了した。調査

にあたっては、工事によって影響を受ける東西2個所の範囲を調査区とし、東側を1区、西側を2区

と呼称した(図2)。

なお、本調査で使用した座標は国土座標第Ⅵ系で、水 準値はTP値である。

200mノ
1  1

1 : 5,000
L 4トr4;;;;41-JJ -)h＿Jd II(If1i11i1ii'l'll'itih 111

図1 調査地位置図

ξ
 

縞
迷

/l Y-44,600 Y-44,590 Y- 44.580

X- 151,160

1:500

図2 調査 区配置図
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a. Y-44,595 Y-44,590

SKO7

nnベ

SXOI

/ SK億

SPO3

SP14

X-151,165

2区 1区

1:100

図3 検出遺構平面図

〈調査の結果〉

1.層序

調査地では、現代盛土がすでに除去されており、周囲の道路面に比べ0.3mほど低くなっていた。

大半の地点で地山がすでに露出し、2区のごく一部で包含層が残存する状態であった。

2.遺構と遺物

遺構の検出は地山の上面で行い、竪穴住居とみられる落込みや溝、柱穴などが認められた(図3)。

2区に比べI区では遺構の分布がやや希薄である。

SXO4は2区の北端で検出した落込みで、竪穴住居とみられる遺構である(図3・4)。調査区内に

は遺構の南端がかかるのみで、大半は調査区外に伸びている。掘込みの状況や埋土の特徴から竪穴住

居の可能性が高いと考えられた。その場合、調査区の東側で南東の角とみられる部分を検出しており、

隅丸方形の平面プランをもつ竪穴住居の南東寄りの部分と推測される。最も深いところで検出面から

約0,35mの深さがある。落込みの南端には周壁溝とみられる溝が認められ、幅約0.1～0.l5m,深さ0.

1mで、連続していない。断面の観察では、南端から約1.4mのところで段状に落込んでおり、周辺の

事例からみて竪穴住居に伴うベッド状遺構の可能性がある。遺構の埋土は4層に区分された。4層は
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図4 SXO4・SKO6平・断面図

a a1

SKO 6

1:含中粒砂暗褐色粘土質シルト (粘土偽礫含む)

2:含細粒砂暗褐色粘土質シルト (焼土・炭化物含む)
3:褐色細粒砂質シルト (粘土偽礫含む)
4:褐色粘土質シルト (地山)

SXO4

1:含中粒砂暗褐色粘土質シルト

2:暗褐色粘土質シルト (炭化物含む)
3:暗褐色粘土質シルト (炭化物含む)
4:暗褐色粘土質シルト (粘土偽礫含む)
5:褐色粘土質シルト

6:褐色粘土質シルト  (地山)

粘土偽礫を多く含む暗褐色粘土質シルトで、遺構形成時の加工に伴うものとみられる。2および3層

は炭化物を含む暗褐色粘土質シルトで、2層がより炭化物を多く含んでおり、廃絶後の堆積であろう。

1層は中粒砂を含む褐色粘土質シルトで、2層以下に比べて粗粒でやや明るい。出土遺物は、1層か

ら土師器一須恵器の細片が、2・3層からは土師器の細片が出土したのみで、詳細な時期を決定でき

る資料ではない。最上層で須恵器が出土した状況は、AS98-2次調査において、古墳時代前期に属す

る竪穴住居が廃絶したのち埋まりきらず、古墳時代後期になり埋没したことが知られており、そうし

た状況と類似する過程をもつ可能性があろう。なお、東側で本遺構を一部破壊する落込みSKO7を検

出したが、調査区外のため掘り下げは行っていない。

SXO1は2区中央に位置する南北方向に伸びる溝状の落込みで、幅約1.Omである。下面に凹凸が顕

著で、耕作に伴うものである可能性がある。土師器・須恵器の細片が少量出土している。SDO5はSXOI

の下位で検出された溝状の落込みである。

SKO2 - SK03は2区で検出された溝状の遺構である。SKO2は幅0.5m,長さl.5m,SKO3は幅0.3m,

長さ0.8mである。また、試掘壇の壁面では土WSKO6を確認した(図3・4)。試掘塘の上面で幅1.3m,

深さ0.4mである。埋土は3層に区分される。3層は地山層に由来する偽礫を多く含む褐色粘土質シ

ルトであり、土壇形成時のものとみられる。2層は焼土と炭化物を多く含む暗褐色粘土質シルトであ

る。1層は粘土の偽礫を含む暗褐色粘土質シルトで、埋め戻したものと推測された。2層に焼土や炭

が認められるものの、土壇そのものの壁面は被熱していないため、炭や焼土を廃棄するための土壇の

可能性がある。遺物は出土しておらず時期は不明であるが、埋土の特徴などから弥生～古墳時代に属

するものとみられる。

柱穴は10基あまりが検出された。埋土の特徴からは2種類に大別することができる。褐色の粘土質

シルトを主体とするものと、粘土偽礫を含み暗褐～黒褐色の砂質シルトを主体とするものである呂前
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者にはSPO3 - 10 - 14などがある。SP14は直径0.55m,深さ0.45mで、直径0.l5mの柱痕跡が確認で

きた。これらからは遺物が出土しておらず、時期を決定することはできないが、周辺で検出されてい

る柱穴からみて、弥生時代末～古墳時代のものである可能性がある。一方、後者にはSPO6・o9・15

などがあり、平面円形のものと方形のものを含む。うち、SPO6などからは近世の陶磁器が少量出土

しており、これらの多くは近世以降のものと推測される。なお、いずれの柱穴でも組み合う関係など

は明らかにできなかった。

〈まとめ〉

今回の調査は、狭い範囲ではあったが、竪穴住居とみられる落込みや土壇、柱穴などの遺構を検出

することができた。落込みSXO4はその形状などから、竪穴住居の一部と推測された。遺物が少量で

詳細な時期は不明ながら、調査地の主に北の一帯でこれまで検出されている弥生時代末から古墳時代

の集落群と一連の遺構がさらに南にも広がる可能性を示したといえるだろう。周辺では、AS99-3・

4次調査や試掘の結果などから、当該時期の集落がさらに広がることが明らかとなり、古代および中

世の遺構も確認されてきている。当遺跡での調査は小規模なものが主体であるが、調査で得られた情

報を今後も蓄積し、一帯の歴史を再構成していくことが必要である。

参考文献

大阪市文化財協会1999、『阿倍野筋遺跡発掘調査報告J
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調査開始時の状況

1区全景

(北西から)

2区全景

(北東から)



1x 住 吉 区
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南住吉遺跡発掘調査(MNOI-14)報告書

・調査 個 所 大阪市住吉区長居4丁目40-1、12

・調査 面 積 約30m2

・調査 期 間 平成13年7月9日～平成13年7月13日

・調査 主 体 財団法人 大阪市文化財協会

・調査担当者 調査課長 京嶋覚・小倉徹也

〈調査に至る経緯と経過〉

南住吉遺跡は大阪市西南部、上町台地上に位置する縄文時代から江戸時代の複合遺跡である。住吉

区南住吉を中心として大領・長居・長居西・長居東・苅田・我孫子・我孫子東・我孫子西、東住吉区

長居公園にわたって所在する。調査地は遺跡のほぼ中央部に位置する。

調査地周辺 (図1)では、本調査地の南西隣において行われたMN95-20次調査で弥生時代から奈

良時代までの遺構や遺物が出土しており、西側のMN86-48次調査でも中世以降の遺構や遺物のほか、

弥生～古墳時代の遺物が出土している。

住宅の建替えに伴い、平成13年7月3日に行われた試掘調査 (MNOI-12)で、現代盛土の直下か

ら古代と思われる地層と少量ではあるが遺物が確認された。 この結果を受け、敷地の南寄りに調査

区を設定して (図2)、平成13年7月9日から本調査を行うことになった。調査はまず、重機によっ

て現代盛土を除去した後、以下を人力によって掘下げた。その結果、調査区の南半部において中世の

遺構が確認された。7月13日に現場における発掘調査を終え、同日に埋め戻しと後かたづけ等のすべ

ての作業を終了した。なお、調査に用いた方位は磁北、標高はTP値である。
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図1 調査地位置図

1. MNOI-14  2. MN95-20  3. MN86-48

図2 調査区の配置
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〈調査の結果〉

1.層序

現地表下約1.4mまでの地層を観察した。以下に層序の概略を下位層より記し、各層の層相や特徴

を表1、地層断面を図3に示す。なお、調査区の北側は第0層と第1層によって大きく攪乱されてい

たため、基本的な層序の確立は主として南側で行った。

第5層、第 4層はその層相と周辺の地質状況から中位段丘構成層に相当すると考えられる。

第5層はシルト～細粒砂からなる河成層である。

第4層は主として細粒砂質シルトからなる第4a層と、粗粒～極粗粒砂からなる第4b層に区分され

る。もとは河成層と考えられるが、後の風化と擾乱により本来の構造は失われている。

第3層は第3 ai層、第 3 a ii層、第 3b層に細分される。その層相から下位の第4層を母材として

形成されたと考えられる。第3b層は調査区の南側に分布し、主として中粒～細粒砂質シルトからな

る。13世紀ごろに属する瓦器椀 (図3)が出土した。第3 a-ii層は調査区の南側に分布し、主として

細粒～中粒砂質シルトからなる。第3 ai層は中央部に分布し、主として細粒砂質シルトからなる。上

面に乾痕が観察される。

第2層は古土壌を形成しており、第2.a層と第2b層とに細分される。第2b層は中粒～粗粒砂混り

細粒砂質シルトからなる。第2a層は粗粒～極粗粒砂混り中粒～細粒砂質シルトからなる。

第1層はシルト質中粒～細粒砂からなる近世～近代の盛土で、調査区北側において下底部付近に水

漬かりの堆積物を伴うSXOIを検出した。

第0層は現代盛土である。

表1 層序表

MNOI-14

層序
1 岩相 1層厚

(cm)
1 特徴 遺構 1 おもな遺物 1時代

第0層 現代盛土 20～45I
4 し゚ノ1・, 杭,

SXOI

→・・・・乾痕

I 1

現代

第1層 灰色シルト質中粒～細粒砂 ≦25 陶磁器 近代～
近世

a

第2層

b

含細礫暗褐灰色粗～極粗粒砂混り中～細粒砂質シル
ト (古土壌)

10 土師器片,瓦器片

中世
(一・古代)

含極粗粒砂～細礫暗灰褐色中～粗粒砂混り細粒砂質
シルト (古土壌)

10～15

イ 乾痕
i

第3層 籠

b

含中粒砂～中礫灰色細粒砂質シルト ≦5 中央に分布.やや土壌化 土師器片,瓦器片

含粗粒砂～細礫灰～黄灰色細～中粒砂質シルト 5～10
南側に分布.(4a層が土
壌化!?)

土師器片,瓦器

含粗粒砂～中礫暗灰色中～細粒砂質シルト 14～26
南側に分布,砂礫層.
(4b層の土壌化部?)

(往穴SPOI,

溝S圓1,SXO2

乾痕

瓦器,須恵器

a

第4層

b

含細礫淡黄灰色中～極粗粒砂混り細粒砂質シルト
(河成層)

≦30
削剥により、中央西側に
分布

旧石器
黄灰色極粗粒砂～中礫混り粗～極粗粒砂 (河成層) 80 砂礫層

第5層 緑灰～灰色シルト～細粒砂 (河成層) ≧10 グライ化,ラミナが観察

凡例  ← 上 面検出遺 構
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2.遺構と遺物

平面的な調査は第2a層の上面から開始した。ただし、第 2層および第3層のそれぞれの上面では遺

構は検出されなかったので、遺構の記載は第4a層の上面について行う。

第4a層上面検出遺構 (図4)

柱穴SPOI,  溝SDOIとSXO2を検出した。

SPOIは直径0.44～0.47mで楕円形の平面を示し、深さ約0.41m,直径約0.19mの柱痕跡が認め

られた。周辺にこの他の柱穴は認められなかった。

SDOIは東南東一西北西に延びる溝であり、第0層によってその上部は大きく削剥されていた。残

存する幅は0.24～0.93m,深さは0.12～0.23mである。埋土は下部が水漬かりの砂質シルト、上

部がシルト混り極粗～粗粒砂で構成される。埋土の下部から土師器片が出土したが、時期を決定する

には至らなかった。

SXO2はほぼ楕円形を示し、北西肩をSDOIに切られる遺構で、

残存する幅は0.74mである。埋土から瓦器椀が出土しており、第

3b層中から出土している瓦器椀と接合した (図3)。瓦器椀は

和泉型Ⅲ一1 [尾上実・森島康雄・近江俊秀1995」に比定され、12

世紀後半に属するものである。

図3 出土遺物実測図

〈まとめ〉

今回の調査では、地表下約1.4mまでの地層を確認した。本調査地は上町台地上にあって、中位段

丘構成層の堆積後にはほとんど砕屑物が供給されることがなく、中位段丘構成層の上部が土壌化する

ことで生活面を形成してきたため、遺構面は地表直下に存在し、攪乱を受けやすい。本調査地でも中

位段丘構成層の最も高い所はTP+7.3mで現地表から約20cmであったが、中世初頭と考えられる溝

や柱穴などの遺構を検出した。周辺の調査でこれまでに得られているような古代以前の遺構は発見さ

れなかったが、出土した遺物の中には飛鳥時代と考えられる土師器片が含まれていたことから、周辺

の調査結果との整合性も得られた。

南住吉遺跡における考古資料は決して多いとはいえないのが現状である。上町台地周辺の遺跡群と

の関連性など、まだまだ不明な点が多い。今後行われる調査の結果を合わせて検討していくことが必

要である。

(参考文献)

鈴木秀典1982、「瓦器椀の編年」:大阪市文化財協会編『長原遺跡発掘調査報告』Ⅱ、pp.278-282

尾上実・森島康雄・近江俊秀1995、「瓦器椀」:中世土器研究会編『概説 中世の土器・陶磁器』、pp.315-337
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SXO2
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1:50
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0ウ

図4 調査区および試掘塘東壁断面と第 4a層上面検出遺構
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試掘塘東壁地層断面

(西から)

北西角地層断面

(南東から)

第4a層上面検出状況

(北から)
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難波大道跡発掘調査(NDOI-6)報告書

・調査 個 所

・調査 面 積

・調査 期 間

・調査 主 体

・調査担当者

大阪市東住吉区南田辺5丁目5-14・15

24m2

平成13年6月7日～平成13年6月且 日

財団法人 大阪市文化財協会

調査課長 京嶋覚・大庭重信

〈調査に至る経緯と経過〉

調査地は、古代難波京を南北に縦断していた

と推定されている難波大道の推定範囲内にあり

(図1)、難波宮大極殿からは南に約7 kmi 難

波大道側溝と考えられる遺構が見つかった大和

川今池遺跡からは北に約3hの地点に位置して

いる。

調査地の周辺ではこれまで調査が行われてお

らず、遺跡の詳しい内容については不明な点が

多い。ただし、本調査地から北側約600mで行

われたND90-10次調査 [大阪市教育委員会・

大阪市文化財協会1991」やND94-15次調査

[大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1996]

では、 6世紀代の集落跡が見つかっており、新

たに山坂遺跡と命名されている。

平成13年6月5日に実施された当地での試掘

調査 (NDOI-05次)の結果、現地表直下で中

世に埋没したとみられる南北方向の溝が検出さ

れた。この結果を受けて、溝の規模や広がり、

詳細な時期を把握するために、 6月6日～6月

且日の間、調査を実施した。調査区は、推定さ

れる溝の方向にあわせて南北約8 m,東西約3

mの範囲に設定した (図2)。

座標値は国土平面直角座標 (第Ⅵ系)の値で

図1 調査地位置図

0             30m

1: 1.000

調査区配置図
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-43,500

X-

153.570

SDO

ある。この数値については、調査時に作成した調査地周辺の1/100

平面図と、パ シフイック航業株式会社調製の大阪道路現況平面図

(1/500) とを重ね、そこから割り出した数値を用いた。

〈調査の結果〉

i.遺構および遺物 (図3～5)

現代の整地層を2～3 cm除去後、黄褐色粘土～粗粒砂からなる

地山層の上で、南北方向の溝SDOIを検出した (図3)。規模は検

出面で幅1.8～2.0m,深さ0.4mである。断面は緩やかな逆台形で、

底では一段低くなって幅0.3mの細い溝状を呈する個所がある。少

なくとも調査範囲の約6.Omまでは直線的にのびており、方位はほ

ぼ正方位である。

SDOIの埋土は1～6層に区分できる (図4)。

2.5・    6層は溝が機能していた時に底に堆積した水つきの細粒砂質シ

1:100

図。 調 査区平面図    ルト層である。溝を掘った際に生じた偽礫などが基底にほとんど
認められないことから、溝 さらいを行うなど管理されていたこと

がうかがえる。また、溝底で検出した細い溝状の落込み内にも6層が分布しており、この部分でのみ

偽礫がまき上がった状態で含まれていることから、本 層内から掘られたものであることがわかる。

5層は偽礫を含む崩落土もしくは埋戻し土で、溝 の東肩で認められた。北半では溝の1/3ほどの範

囲に分布していたが、南半ではほぼ1/2に及んでいた。4層はその後の凹みに堆積した水つきのシル

ト層で、本 層堆積時には溝は凹地としてのみ残存していたと考えられる。

3・4層はラミナが明瞭な水成のシルト～粗粒砂層で、溝 の北半にのみ分布していた。2層は3層

に比べてやや擾乱を受けていた。1層は偽礫を含む崩落土もしくは埋戻し土であり、本層により溝は

完全に埋没する。

出土遺物は、土 師器・須恵器・瓦器・瓦質土器・青磁・瓦が出土したが、小片のもので占められ、

量もそれほど多くない。1～3を図化した (図5)。1は瓦質土器播鉢の口縁部で、4層から出土した。

口縁部端が断面三角形で、縁 端の幅が狭いことから15世紀前半のものであろう。2は須恵器壺の底部

Nリ

1層;にぶい黄褐色(10YR5/3)

シルト偽礫+細粒砂

121640 2層 :にぶい黄褐色(10YR5/4)

シルト～粗粒砂

62」 3層 :暗灰黄色(2.5Y5/2)細粒～粗粒砂

4層:灰黄褐色(10YR5/2)シルト

5層:灰黄褐色(10YR5/2)

偽礫含むシルト～細粒砂

6.C)in

O
1 --- -- t- -  T----「一---「 一 1--一一一

1:20

1m 6層 :暗灰黄色(2.5Y5/2)

細粒砂質シルト

図4 SDOI北壁地層断面図
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で、4層から出土した。形態から8世紀

後半代のものと考えられるが、磨滅が激

しく、他所からの混入品である。3は瓦

器碗の底部で、6層から出土した。高台

は断面三角形で、退化が著しい。13世紀
10cm

前半のものであろう。

図5 SDOI出土遺物実測図 また、SDOIが機能していた時に堆積

した6層からは、瓦器の破片を主体に、

図化できなかったが瓦質土器三足釜の脚部が出土している。このことから、SDOIはl4～15世紀頃に

機能していた溝であったと考えられ、掘削時期は不明であるが、瓦器が一定量含まれることから遡っ

ても13世紀であろう。

〈まとめ 〉

今回の調査では、難波大道に係わる古代の遺構は確認できなかったが、ほぼ正方位を向く中世の南

北溝を検出した。溝の性格については不明であるが、周辺の町割や調査地西側の南北道路が正方位か

らやや北北西に振っているのとは異なっており、現在の土地区画とは異なる正方位を指向する地割が、

少なくとも中世にはあったことを示している。

また、混入品ではあるが奈良時代の遺物も出土しており、古代に遡る人間活動が調査地付近で行わ

れていた可能性が高い。

参考文献

大阪市教育委員会・大阪市文化財協会1991、「XⅡ 東住吉区難波大道跡遺跡 扶蘇邸の建設に伴う発掘調査ND90-

io＿i : F平成2年度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書j 、pp.l77

-182

1996、「VⅡ 難波大道跡 宮崎邸建築に伴う発掘調査ND94-15J : [平成6年

度大阪市内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書j 、pp.ll3-116
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調査地の位置

(南から)

S DOI検出状況

(南から)

S DOI北壁断面

(南から)



桑津遺跡発掘調査(KWOI-10)報告書

・調査 個 所

・調査 面 積

・調査 期 間

・調査 主 体

・調査担当者

大阪市東住吉区桑津3丁目130-5

約40m2

平成13年12月12日～平成13年12月17日

財団法人 大阪市文化財協会

調査課長 京嶋覚・小倉徹也

〈調査に至る経緯と経過〉

桑津遺跡は大阪市東住吉区桑津・駒川・西今川・北田辺に広がる弥生時代から江戸時代の複合遺跡

であり、大阪府下の代表的な弥生時代の遺跡として知られている。調査地はその北西部に位置する。

調査地周辺 (図1)では、本調査地北側の京善寺境内で行われたKW88-6次調査において弥生時

代の方形周溝墓と土器棺墓、平安時代の掘立柱建物、江戸時代の溝・土塘などの遺構や遺物が出土し

ている。また、東側のKW86-3次調査でも平安時代の溝や江戸時代の環濠の一部などの遺構や遺物

が出土している。

住宅の建替えに伴い、平成13年12月6日に行われた試掘調査 (KWOI-8次調査)で、現代盛土の

直下から古代および中世と思われる遺構と遺物が確認された。 この結果を受け、工事に先立って調

査を行うことになった。敷地の東寄りに調査区を設定して (図2)、平成13年12月12日から本調査

を行なった。調査はまず、重機によって現代盛土を除去した後、以下を人力によって掘下げた。その

結果、古代および中世の遺構が確認された。12月17日に掘削、実測・写真撮影などの作業を終え、同

日に埋め戻しと後かたづけ等のすべての現場における作業を終了した。

調査に用いた方位は磁北、標高はTP値である。

GN 乙7CγV \蔓ぐ/ム,IM・1芥ンで餉郎清1阻=N 一 1 i 1

余^襞?丈融ぱ洋超偏:1,11遥4h稲ヒ 7 1 1

匝

随
鎚

覧次マレ4晶油編鹸赫漬
lζ1填リ(a1Q l目

桑
津
公

園

0 10-it

KWOI-10次調査地

吃逼酸駆鴎四ビM.問督:2引 j.1)ご()U

′ :喫部-3

麺冫 イエ 一一・1
7J,l,srm摩 謬 崗
H染 一 ρ

夏
』

議
1たトf(源繁呟grが 1:5000 1:の0

図1 調査地位置 図2 調査区の配置
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〈調査の結果〉

1.層序

現地表下約0.8mの地層を観察した。以下に層序の概略を下位層より記 し、各層の層相や特徴を

表1、地層断面を図4に示す。なお、基本的な層序の確立は最も地層の残りが良好であった調査区東

南部で行った。

第2層は黄橙色細粒砂混りシルト～粘土で構成されるいわゆる地山層で、調査区の全域に分布する。

上面に乾痕や生物擾乱が観察され、著しく風化し、粘土化が進んでいる。周辺のこれまでの調査結果

から沖積層中部層～低位段丘構成層に相当すると考えられる。

第1層は灰色シルト混り細～中粒砂からなるいわゆる 「遺物包含層」であり、瓦器が出土した。

第0層は現代盛土である。

表1 層序表

IKWOI-10

層序
岩相

層厚
(cm)

特徴 遺構 おもな遺物 1 時代

第0層 現代盛土 ab.20
盛土は2時期ある
下部の盛土には焼土が含
まれる

1 ▽ S圓 1～O3

陶磁器・ガラス・煉瓦 現代

第1層 灰色シルト混り細～中粒砂 (遺物包含層) 2～5 部分的に分布する 
1 - SDO4～(資)・SXOI

SPOI～ll,SKOI

SBOI

l

瓦器片・須恵器片・土師器片 中世

第2層
黄橙色細粒砂混りシルト～粘土

(沖積層中部層～低位段丘構成層)
≧45 上面に乾痕あり

風化帯を形成する

2.遺構と遺物

平面的な調査は第0層基底面と第2層上面

において行った。

1)第2層上面検出遺構 (図3・4)

掘立柱建物SBOI、柱穴SPOI～11、土壇

SK01、溝SDO4～06およびSXO'lを検出し

た。

SBOIは東西1間以上×南北2間以上の掘

立柱建物である。柱間隔は南北1.66～1.81

m1 東西1.88～2.07mとやや開きがある

ものの、SP01～03とSPO6およびSPO4・05

のそれぞれの埋土の特徴が類似していること

から一連の掘立柱建物SBOIと判断した (図

3)。南北の柱筋はほぼ正方位である。柱穴

はいずれもほぼ楕円形の平面を示し、長径は

0. 16 ～0. 29m,短径が0.19 ～0.27mで

ある。柱痕跡はSPO3～05に認められ、直径

凡例  ▽ 基 底面検出遺構  ← 上 面検出遺構

SP02

SPO3→
1
+
o
い゙
ヨ

+
o
ω゚
ヨ

SBOI

SPO4

SPO5

SPO6

図3 SBOI平面 断面
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図4 第2層上面および第0層基底面検出遺構と第1層分布範囲および北壁・東壁・南壁地層断面

7～10cmであった。中世以降の攪乱によって削られているため、残 存する深さは最も残 りの良いもの

で29cmであり、掘形の下底標高はTP+6.24～6. 3 0mである。周辺に組み合う柱穴、特 に西側およ

び南側に想定される柱穴の検出を試みたが検出されなかったので、東側および北側に広がる建物とも

考えられる。柱穴から出土した遺物は土師器片のみであり、詳細な時期を決定できる量ではないが、

同様の形態の平安時代前半の掘立柱建物が北側のKW88-6次調査においても見つかっており、この
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ことから古代のものと考えられる。

SKOI(図5)は東西幅約1.lOrn,南北幅約

0.70m,深さ約0.30mである。埋土は上部が

地山の偽礫を含む褐灰色シルト混り細粒～中粒

砂、下部が地山の偽礫を上部に比べて多く含む

褐灰色中粒～細粒砂質シルトである。須恵器皿

片と土師器片がわずかに出土したのみである。

なお、土塘内の東端には杭跡と見られるSPO9が

観察された。

01 1 E

+6.0m

一 N -    -   -   -   一

- \

\4(第2層)        土巨腫

0          50cm
1   1   1      1   1

1:20

1

2

ウ

o

4

:地山偽礫含む褐灰色シルト混り細粒～中粒砂
:地山偽礫含む褐灰色中粒～細粒砂質シルト
:褐仄色シルト混り細粒～中粒砂
:黄橙色細粒砂混りシルト～粘土SPO7は方形の平面を示し、一辺0.l4m,残

存する深さ0.03mである。SPO8は楕円形の平

而を示し、長径0.21m,短径0.13mである。埋土は同質で

灰色シルト混り細～中粒砂からなる。

図5 SKOI断面

SP10は南北幅0.48m,東西幅0.35mで楕円形の平面を示

図6 出土遺物実測図し、深さ約0.20m,長径0. 2 am,短径0.I6mの柱痕跡が認め

られた。周辺には組み合う他の柱穴は認められなかった。

SP1 1はほぼ円形の平面を示し、直径約0.30mである。埋土から平城宮土器Ⅳ～Ⅴに属する須恵器

皿B蓋 (図6)が出土した。

SDO4～06およびSXOIの埋土は同質で、褐灰色シルト混り細粒～中粒砂からなる。

SD04は幅0.25～0.62m,残存する深さ0.03～0.25mである。埋土からは須恵器片や土師器

片が出土したのみである。

SD05はSD04に取付く溝で、幅0.56m,残存する深さ0.25mである。

SD06はSD04に取付く溝で、幅0.25～0,35m,残存する深さ0.20mである。埋土からは奈良

時代後半～平安時代初頭に属する須恵器杯蓋が出土した。

SXOIは幅0.35 ～0.46m,残存する深さ0.22mである。SDO4の南部分とSDO5のほぼ中央部で

検出された遺構であるが、遺構の東部分が調査区外であるため遺構の性格については不詳である。

2)第0層基底面検出遺構 (図3)

溝SD01～03を調査区西側で検出した。SD01・03とSDO2はほぼ並行しており、SDOIは幅0.21～

0.29m,残存する深さ約0. 2 3m, SDO2は幅0.31m以下、残存する深さ0. 0 7 ～0. 1 7m, SDO3

は幅0.31～0.40m,残存する深さ0.04～0.17mである。埋土は同質で、第 2層の偽礫を含む

シルト混り灰色細～中粒砂からなる。 水漬かりの堆積構造が認められないことと下底部の形状から

考えて耕作に伴う溝と思われる。埋 土からは瓦器片が出土しており、中世以降に埋め戻されたもの

と考えられる。
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〈まとめ〉

今回の調査では弥生時代にさかのぼる遺構は検出されなかったが、奈良時代後半～平安時代初頭に

属すると考えられる掘立柱建物・柱穴・土塘・溝および中世の耕作に伴う溝を確認することができた。

北側のKW88-6次調査においても類似する掘立柱建物・柱穴・土壇・溝が確認されており、古代の

桑津遺跡を平面的にとらえる貴重な資料を得ることができた。今後行われる調査の結果を合わせて、

さらに検討していくことが重要である。

参考文献

古代の土器研究会1992、『都城の土器集成』
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SP11遺物出土状況

第2層上面遺構

検出状況

(北から)

第2層上面遺構

完掘状況

(北から)



酒君塚古墳発掘調査(SAOI-2)報告書

・調査 個 所 大阪市東住吉区鷹合2丁目5

・調査 面 積 約50m2

・調査 期 間 平成14年3月4日～平成14年3月14日

・調査 主 体 財団法人 大阪市文化財協会

・調査担当者 調査課長 京嶋覚・田中清美

〈調査に至る経緯と経過〉

酒君塚古墳は戦前から『日本書紀』仁徳天皇紀に記載された酒君伝承に由来する古墳として知られて

いる。現在、酒君塚古墳の墳頂部にある酒君塚の石碑は1901(明治34)年3月に建立されたものであ

り、江戸時代以前にさかのぼるものではない[東成郡役所1922]。

酒君塚古墳は上町台地南部の東縁部、南から北に派生した段丘構成層が高くなった場所に位置して

いる。また、古墳の西側に駒711,東側に今川が北流しており、微高地の西および東側は沖積地に入っ

ているものと考えられる(図1)。

今回、酒君塚古墳の墳丘内で公園整備工事が実施されることになり、2002年2月19日に4個所で

試掘調査を行った。その結果2個所において表土層の直下から墳丘の盛土が確認されたことから、大

阪市教育委員会と事業者が協議を行って本調査を行うことになった。調査は墳丘の3個所にトレンチ

を設定することから着手し、掘削はすべて人力によった。

一方、 トレンチの掘下げと併行して、酒君塚古墳の現況測量を実施した。なお、図面で示す水準値

はTP値で、方位は磁北である,

-113-



〈調査の結果〉

1.層序(図2)

本調査では第1～3トレンチを設定して断面観察を行ったが、ここでは古墳を南北に断割った形に

なった第1および第3トレンチの層序について述べる。

第1層:黒褐色砂礫混りシルトで、地山および黒褐色含礫シルトの偽礫を含む。本層は層厚が0.2

～0.4mあり、上部は植物擾乱を受けている。なお、石碑が立つ墳頂部の一段高い部分も本層準に含

まれる。

第2層:太平洋戦争末期に墳丘の裾部に掘られた防空壕の埋土で、層厚は約1.5mある。大載中の

陶磁器や瓦・レンガなどを多量に含む。

第3層:にぶい黄色砂礫を主体とする水成層で、層厚は0.06m前後ある。

第4層:黄灰色シルトで、層厚はO.lm前後ある。本層は現代の水田の作土であるが、上部に黒色

砂質シルトや地山の偽礫を多く含む。

第5層:黒色含礫シルトで、下層の作土の窪み内でのみ確認された。

第6層:本層は層厚が約0.4mあり、砂礫や粘土の含有量の違いから3層に分けられる。第6a層は

層厚0.10～0.l5mの黄灰色含砂礫粘土質シルト、第6b層は層厚0.1～0.2mの暗灰黄色含砂礫シルト、

第6c層は層厚0.10～0.l5mの黄褐色含砂礫シルトである。いずれも18～19世紀代の陶磁器や瓦の細

片を含んでおり、江戸時代以降の水田の作土であろう。

第7層:黄灰色シルト混り砂礫で、層厚は0.2m前後ある。本層は礫を多く含むが、上面で踏込み

が見られることから作土の可能性がある。瓦器や17世紀代の陶磁器の細片を含む。

第8一層:黄灰色含砂礫粘土質シルトで、 トレンチ北端の最深部で確認した作土である。本層の層厚

は0.2m前後あり、瓦器の細片のほか、奈良～平安時代に属する平瓦が出土した。

第9層:砂礫・作土・古墳の墳丘盛土および地山の偽礫から構成された江戸時代以降の盛土である。

本層については①酒君塚古墳の墳丘の項で述べる。

第10層:地山の偽礫を多量に含む暗褐色含砂礫粘土質シルトおよび黒褐色含礫シルトから成る盛土

で、層厚は約0.4mある。後者は第11層を主体とするもので、ともに古墳の墳丘盛土である。

第11層:黒褐色含礫シルトで、層厚は0.1～0.2mある。上面の標高はTP+5.50～5.65mあり、 ト

レンチの南から北に向かって低くなる。本層は庄内期の土器片を含むほか、下面で溝状の窪みが確認

されたことから、弥生時代後期末～古墳時代前期の古表土層と思われる。

第Ⅰ2層:本層は当地域の段丘構成層とみられる地層で、上から下へ灰褐色含砂礫シルト・暗褐色含

砂礫粘土質シルト・黒褐色砂礫混り粘土質シルト・白みをおびた褐色砂礫混りシルト・灰褐色シルト

混り砂礫に移行している。上面の標高はTP+5m前後である。

2.遺構と遺物

①酒君塚古墳の墳丘(図1・3)

古墳の現状は墳丘現況測量図に示したように、酒君塚の石碑が立つ墳頂部がTP+8.0m,墳丘裾部

はTP+5.75mあり、高さが2.25mで不整形な形状を呈している。ただし、墳丘の南西部はTP+6.75
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3、第 3層 :にぶい黄色砂礫

4、第 4層 :黄灰色シルト
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6、第 6層 :第6a～1 6b層

7、第7層 ;黄灰色シルト混 り砂礫
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地山の偽礫から成る江戸時代以降の盛1:
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図3 酒君塚古墳墳丘現況測量図

2〉

m以下が前方後円墳のくびれ部のような形状を呈しているが、ここが古墳の旧状を留めているか否か

について本調査では明らかにできなかった。また、石碑から南側のコンターラインの幅が広くなって

いるが、これは近年の公園整備に伴って大きく削平された部分である。従って、墳丘現況測量図のみ

では酒君塚古墳の築造当初の形態については不明といわざるを得ない。次ぎに第1～3トレンチの断

面観察から墳丘の構築状況について概略を述べる。

本調査では、現在の酒君塚古墳の墳丘は江戸時代前半以降に再構築されたものであることが確認さ

れた

酒君塚古墳の盛土は上部と下部に大きく二分される。上部は現在の表土層の直下にある盛土で、そ

の厚さは第1トレンチで最大2.2mあった。盛土は古墳の残丘を基底として、厚さ0.7～0.9mの灰黄

褐色シルト混り砂礫を水平に盛った後、作土を主体とした灰黄褐色砂礫混りシルトを円錐状に幅6.5
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m1 高さ約0.8m盛って、さらにこれの内側を明褐色砂礫や地山の偽礫が混った粘土質シルト、円筒

埴輪・瓦器、17世紀代の陶磁器を含む褐色砂礫混りシルトで埋めて平坦面を造成している。この上に

厚さ0.5～0.6mの地山や第11層の偽礫を多量に含むにぶい黄褐色砂礫混りシルトで盛土した後、盛土

の斜面を保護するようににぶい黄褐色粘土質シルトで覆っている。その後、墳頂部中央ににぶい黄褐

色砂礫混りシルトや地山の偽礫を含む褐色砂礫混りシルトを、直径約8 m,厚さ0.3～0.5mの土饅頭

状に盛ったようである。

上部盛土の構築時期は、盛土の最下層から17世紀代の肥前磁器や瓦片が出土したことから、江戸時

代前半以降と考えられる二また、現在墳頂部にある石碑が明治34年に建立されたものであることを考

慮すると、上部盛土の構築時期は石碑と同時期の可能性がある[東成郡役所1922」。

江戸時代の盛土の直下から検出された古墳の盛土には、第11層をはじめ、地山の偽礫を用いていた。

また、狭小な第1トレンチではあったが、円筒埴輪片を伴う墳丘の残存部が検出されたほか、墳丘の

南部に設けられた電気工事用のピット(第4トレンチとして活用)でも現地表下約0.2mから地山なら

びに第11層の偽礫を含む盛土を確認した。これらの盛土の直下にある第11層は既述したように古墳

の墳丘を構築した際の旧表土と考えられるものであり、第1～4トレンチにかけて分布していること

が確認された。以上のことを考慮すると、江戸時代以後に構築された盛土の下には長径約40m,短径

35m以上、高 さ2m前後の古墳が存在する可能性が高い。

古墳に伴う遺物としては第1・3トレンチから出土した円筒埴輪や形象埴輪の破片がある。円筒埴

輪2～5は第1トレンチの墳丘直上で、衣蓋形埴輪1、円筒埴輪6は第3トレンチの江戸時代以降の盛土

の下部から出土したものである(図4)。

円筒埴輪2～4の調整は内外面ともに細かいタテハケ、3・4のタガは断面台形で突出度の高いもので

図4 遺物実測図
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ある。5は円筒埴輪の体部片で、外面が1次調整のタテハケの後、A種ヨコハケ、内面はタテハケで

ある。外面には焼成前に赤色顔料(ベンガラ)が塗布されている。1は衣蓋形埴輪の立飾りの破片で、

鰭付きである。器体の内外面にハケ調整の後、線刻を施している。6は円筒埴輪の基底部で、調整は

外面がタテハケ、内面は縦方向のユビナデである。以上の埴輪類の色調は黄橙色を呈しており、焼成

は野焼きによっている。胎土中に0.5～3.0mmの長石・石英・角閃石・チャート粒を含むことから、在

地産の埴輪であろう。以上の埴輪は川西埴輪編年[川西宏幸1978」のⅡ期に属するものであり、長原

古墳群中の40号墳の埴輪,と同時期と考えられる。

〈まとめ〉

今回は狭小なトレンチ調査であったが、既述したような酒君塚古墳の墳丘の構造に関する資料をは

じめ、古墳の築造時期やその後の変遷を明らかにするための資料を得ることができた。待に、現在の

酒君塚古墳の墳丘は、削平された古墳の墳丘上に江戸時代以降に約2mもの盛土を行って構築された

ものであることが明らかになった意義は大きい。後世に再度盛土を行った要因については断定しがた

いが、墳丘頂部にある明治34年3月に建立された酒君塚碑を考慮すれば、当時地元にあった酒君伝承

を受けて、古墳の墳丘上に大規模な盛土がなされたものと思われる。

1903年に大阪府から刊行された『大阪府誌J第5編によれば、酒君塚古墳のある鷹合2丁目付近は

古くは「鷹甘邑」と呼ばれており、ここの田圃の中にある東西南北ともに18間(約32m)で、高さが1

丈(約3 m)あまりの「平塚」と称する古墳は、百済王孫の酒君の墳墓の伝承があると記載されている。

今回の調査で確認された古墳は規模や形状からみて、「平塚」の可能性が極めて高いものといえる。な

お、酒君塚古墳のある東住吉区鷹合町・桑津町・山坂町一帯の洪積段丘上には、かつて5～6世紀に

築造された田辺古墳群が分布していたことが地積図や近年の発掘調査の成果から明らかにされている

[堀田啓-1979」。現在、酒君塚古墳「平塚」は田辺古墳群では最も南に位置する古墳であり、規模や

築造時期からみて、当地域の盟主墳の一つと考えられる。

一方、古墳の墳丘直下で確認寺れた庄内期の土器を包含する旧表土層は、当地域に弥生時代後期末

～古墳時代前期の遺跡が存在することを裏付けている。当該期の遺跡としては、古墳の南方600～800

mに位置する矢田2丁目所在遺跡・矢田部遺跡・照ケ丘矢田遺跡などが知られており、本遺跡もこれ

らの遺跡とともに南から北に派生した段丘構成層が高くなった場所に営まれた集落遺跡と考えられる。

今後は酒君塚古墳のみならず周辺部についても遺跡の範囲確認調査などを実施する必要があろう。

参考文献

大阪府1903、「鷹合邑」:『大阪府誌』第5編

東成郡役所1922、r東成郡誌』(下)

川西宏幸1978、「円筒埴輪聡論」:『考古学雑誌』第64巻第2号 日本考古学会

堀田啓-1979、「古墳時代の大阪」:井上薫編『大阪の歴史』 創元社

田中泰子1998、「酒君塚古墳の採集埴輪について」:『大阪の歴史』51 大阪市史編纂所
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酒君塚古墳全景

(北から)

第1 トレンチ

江戸時代盛土全景

(北から)

墳丘残存部検出状況

(北から)



山坂遺跡発掘調査(YPOI-3)報告書

・調査 個 所

・調査 面 積

・調査 期 間

・調査 主 体

・調査担当者

大阪市東住吉区山坂2丁目93-62

約30m'

平成14年3月25日～平成14年3月27日

財団法人 大阪市文化財協会

調査課長 京嶋覚・宮本康治

〈調査に至る経緯と経過〉

本調査地は山坂神社の北西にあり、山坂遺跡の北部に位置している。近辺においては、山坂神社の

北側で難波大道跡として2回の本調査が行われている(図1)。そこでは小規模な調査ながら、 6世紀

代の掘立柱建物跡など多数の遺構が検出されており、当該時期の集落跡が存在していたことが明らか

となった。それらの結果から、一帯について、難波大道跡から独立した遺跡である山坂遺跡として周

知されるにいたっている。

当地において建設工事が計画され、先立って試掘調査を行った。その際、遺物包含層が確認され、

大阪市教育委員会と事業者との協議の結果、本調査を行うことになった。調査は平成14年3月25日に

開始し、旧耕土の基底まで重機で掘削し、以下では手掘りにより調査を進めた(図2)。同月27日に現

地での作業を終了した。

なお、方位については基準点測量を行っていないため磁北を示し、水準値はTP値である(註)。

j置
調査区

ND90-1

図1 調査地位置図

1:500

20m

図2 調査区配置図
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〈調査の結果〉

1.層序(図3)

調査地は周辺の道路面より若干高い状

態であり、現 地表面でTP+8.5～8.6mで

ある。

第1層 :明赤褐色礫混り細粒砂層で現

代盛土である。層厚は0.1～0.3mである。

第2層 :明赤褐色細粒砂混り粘土質シ

ルト層で旧耕土である。層厚は0.2m前後 1

1

O N 鴨一一一

〇 小穴群

O o

5

、試掘墳、.

O

O ;・、

゜゙゚″″′の 1
。。 o . Q sxo3

である。

ε

o
o
い
.の
十

ト

ある。

0            3m
1 --一一一「一一 一-1-一 一一-1

】: 100

図3 ,調査区平・断面図

第4層 :橙 ～明褐色細粒砂質シルト層で地山である。上面では乾痕が顕著に観察された。

2. 遺構と遺物(図3)

遺構の検出は、第 2層基底面と第3層基底面すなわち第4層地山の上面で行った。

第2層基底面では遺構は検出されなかった。第 3層を掘削し検出作業を行ったが、第 3層から遺物

は出土せず、時期は決定できていない。第 3層基底面すなわち地山上面では、調査区の南で落込み

SX01～03と、小穴群が検出された。SXOI～03はいずれも平面形が整わず下面に凹凸があり、埋土に

は地山に由来する偽礫を多く含んでいる。これらの落込みは以上の特徴からみて、倒木痕など非人為

的なものである可能性が高いと考えられた。小穴群についても植物の根の痕跡などが多く含まれてい

るものとみられた。

〈まとめ〉

今回の調査では顕著な遺構・遺物は検出されず、近辺の状況から予想された古墳時代集落にかかわ

る知見は得ることができなかった。調査地は周辺の道路などよりわずかではあるが高く、大規模な削

平を受けていない可能性がある。そうしたことからみて、本調査地の状況は古墳時代集落の広がりな

どを考えていく上でひとつのてがかりとなろう。一帯での調査例はまだごくわずかであり、今 後とも

調査成果を蓄積していくことが重要である。

(註) 水準値については、近辺に良好な水準点がなかったため、2,500分の1都市計画図に示される

路面上の標高を使用している。
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調査開始時の状況

(北東から)

西壁断面

(南東から)

地山上面全景

(東から)



X 平 野 区
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瓜破遺跡発掘調査(UROI-5)報告書

・調査 個 所

・調査 面 積

・調査 期 間

・調査 主体

・調査担当者

大阪市平野区瓜破東2丁目693-1

約50m2

平成13年5月21日～平成13年5月31日

財団法人 大阪市文化財協会

調査課長 京嶋覚・杉本厚典

〈調査に至る経緯と経過〉

本調査地点は瓜破遺跡の北東端に位置し、東に長原遺跡、北に喜連東遺跡が隣接する。長居公園通

りを挟んだ北側の喜連東遺跡では奈良時代の飛雲文軒平瓦、平安時代の掘立柱建物群、鎌倉～室町時

代の溝をめぐらした掘立柱建物群、室町時代の廟堂建物跡などが検出され、この地域の拠点的集落で

あったと推定されている[森ほか1987、京嶋ほか1990、佐藤ほか1992、大阪市文化財協会1999aコ。

調査地点はこの集落の南側に位置する。本調査地の西隣ではUR98-16次調査が行われ平安時代の掘

立柱建物2棟、鎌倉～室町時代の溝2条が検出され、古代から中世にかけての遺構が長居公園通り南

側にも分布していることが明らかとなった[大阪市文化財協会1999b]。

平成13年4月17日に試掘調査を行ったところ、中世の遺物を含む遺構が検出された。この結果を

うけて大阪市教育委員会によって再度試掘調査が行われ、溝 とピットの存在が確認されたため、 5月

21日から本調査となった。現代の盛土を重機で除去したのち、地山直上で溝・土塘・柱穴・井戸の各

遺構を検出し掘り下げを行った。また井戸跡は北半部が見つかっていたが、遺構が深く完掘できない

KR91 -3

X-154.5

KR92-7

今回の調査地)

200m
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状況にあった。そこで事業者および大阪市教育委員会と

協議のうえ、調査区を南に約4 m2拡張して井戸全体を掘

り下げた。すべての調査は5月28日に終了した。調査で

用いた方位は磁北、水準値はT.P.値である。

第2層 :明黄褐色シルト質粘土で構成され、層厚は0.1

mであった。調査区の中～東部に分布していた。調査区西部には浅い落込みがあり、その中に堆積し

たオリーブ褐色細粒砂～シルトが、調査区中～東部に分布する第2層に対比される。層中より出土し

た陶磁器から、近世に形成された地層と考えられる。

S

一一 一第1層一一

、こ一  ゚ 一゙゙一゙～ ゙ ゛J!゚-゙一じ 7゙--一 一゙
第2層       第3層      SD306

'zosp"'!

TP+9.0m

N

E
第2層

TP+9.0m

W

1

0

1:40

図3 調査地断面図(上:西壁、下:南壁、水平方向1 501 垂直方向1 : 40)
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SD306

SP307

SP309

SP308

SK303

SD305

SD304

SP302

X310

SE30】

拡張 区

TP+8.5

1、 にぶ い黄 褐色 シル ト 2、に ぶ い黄褐色 シル ト偽 礫 混 り細 砂 3、黄 褐色細砂 4、地 山ブ ロック混 り黄 褐 色細砂

0           5          1m
SD304断 面 実測 図 1                  1

1、黄 灰 色細砂 混 りシ ル ト 2、

1:20          b

TP+8.5

地山偽礫混り黄灰色細砂混りシルト 3、暗灰黄色シルト質粘土 4、暗仄黄色シルト 5、灰色粘土

SD305断面実測図  ?        5        1mリ

図4 第2層 下面検出遺構平 ・断 面図(その1)1020



第3層:明黄褐色粘土で構成されていた。硬 く凝結しており、無遺物であることから地山とした。

第3層はTP+8.0m付近で3～5 cm大の亜円礫を含む粘土層に遷移し、さらにTP+6.72mで緑灰色の

粗粒砂層となっていた。

2.遺構と遺物

a.平安時代

平安時代の遺構には柱穴1基(SP302)、土壇1基(SK303)、井戸1基(SE301)がある(図4～6)。

SP302は東西0.56m以上、南北0.4mの楕円形で、深さ0.37mであった。遺構の西側はSD304によっ

て切られていた。穴の底の西端部において、直径0.25mの円形で、深 さ0.l8mの窪みが認められた。

埋土は黒～灰褐色め細粒砂中に4 cm大の地山の偽礫が含まれていた。柱痕跡は認められなかったが、

形状から柱穴と考えられる。埋土中より土師器の細片が出土した。

SK303は東西1.02m以上、南北0.68mの長円形で、深さO.lmであった。遺構の東側はSD304によっ

SK303

1、褐 灰色シルト 2、黄灰色シルト 3、にぶい黄

橙色シルト

TP+8.6m

地山偽礫混り灰黄褐色シルト

82302         SP307
1、褐灰色シルト質粘土 2、地 山偽

礫混り灰黄褐色シルト 3、茶褐色シ                  。

ルト 4、黒 褐色細砂混りシルト                    {

図 5 第 2層 下 面検 出遺 構 平 ・断 面図 (その 2

にぶい黄褐色シルト

にぶい黄褐色シルト混 り細砂

黄褐色細砂

SX310

-Ⅱ十8.5m

SP308

1、地 山偽礫混り灰黄褐色シルト2

茶褐色シルト

5

1;20

地山偽礫(にぶい黄褐色粘土)

TP+8.5m           仄色粘土プロック

SP309
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て切られていた。埋土は3層に分れ、上層は褐灰色

シルト、中層は黄灰色シルト、下層は黄灰色シルト

であった。埋土中からは土師器杯・瓦器椀などが出

土した(図7、 1～4)。

1は土師器小皿Dで、口径9.4cm,器高1.6cmを測

る。口縁部は強いヨコナデで整え、わずかに外反す

る。器壁は厚く、 4mmである。2は口径14.Ocm,器

高3.Ocmの土師器皿Dである。口縁部は強いヨコナデ

で整え、やや外反する。外面はユビオサエを施す。

3は土師器皿Dで、口径15.2cm,器高2.9cmを測る。

口縁部はヨコナデで整え、直 口である。平底で外面

にユビオサエが認められる。〕～3は平安時代Ⅳ期

古段階[佐藤隆1992]のものと考えられる。4は瓦器

椀である。口縁部は外反し、口縁部内面に沈線が施

される。外面はナデの後に横方向のミガキが施され

ており、ケズリの痕跡は認められない。内面は幅2

mmのミガキを横方向に密に施しており、底部付近に

は暗文は認められない。これらの特徴から和泉型Ⅰ

-2型式に属すと考えられ、10世紀後葉ものとみら

れる[森島康雄1995コ。

SE301 (図6)は東西1.l4m以上、南北1.4m,深さ

1.81mであった。掘形は円形であり、井戸側は掘形

の南壁に接して設けられていた。

TP+8.5m

TP+7.5m

1、シルト偽礫混り灰色粘土 2、黄仄色炭混りシルト

3、粘土偽礫混り灰色シルト 4、粘土偽礫・砂礫混り灰色

粘土 5、灰色粘土 6、暗灰色粘土 7、灰色シルト

8、緑灰色細～中礫 9青仄色中～粗砂

0          1          2m
1-]-i- r - i  ] 一   --  j

1:40

図6 第2層下面検出SE301平・断面図

井戸側は井戸の深さの下半分程度しか残ってぃなかった。薄い縦長の板材を密に接してめぐらせた

外側(外枠)と、横板を蒸篭組した内側(内枠)より構成され、井戸側の下には曲物の側板を用いた水溜

が設けられていた。水溜は湧水層である緑灰色粗粒砂層に置かれており、 この粗粒砂層中からは調査

時にも湧水があった。

井戸側は内枠2段 と外枠の一部が遺存していた。井戸側内枠部材(図10、58・59)は横53cm,縦28

cm,厚さ3 cmの板目板に縦9～18cm,横1.5～l.8cmの方形の扶りを入れたもので、これを4枚用いて

蒸篭組みにしていた。下段北西隅に穴が認められたが、枠材の外側に曲物の側板の一部を充填して補

修していた。

井戸側外枠は東辺のものが高さ約60cm残っていたのに対し、西 ・南のものは高さ約10cmと残存状

況は悪かった。また外枠北辺は西のものほど大きく欠損していた。井戸側材の抜取り穴に当たる部分

において外枠材の破損が著しいことから、 自然に腐朽したものというより、井戸側を抜き取った際に

壊れたものと考えられる。
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井戸の埋土は井戸側の外縁、井戸側の内部、井戸側上端から検出面までの3層に大別される。井戸

側の外から井戸掘形にかけての埋土は5 cm大の円礫を含んだ粗粒砂層であった。この粗粒砂は緑灰色

を呈し、湧水層のものと類似していた。また円礫は地山の中でも、井戸側上段の位置するTP+8.0m

前後のレベルにのみ見られた。これらの地山に起源する砂礫は、井戸掘削時に掘り起こされたもので

あり、井戸側を固定する時に置かれた裏込めの土である。この裏込め土は井戸側の遺存する個所に認

められ、井戸側東辺部分のものは層の上面を井戸側の外枠に沿って掘り込まれていた。井戸側を抜取っ

た時の加工痕と考えられる。

水溜から井戸側下段にかけては粘土～中粒砂の水成層が、水溜内には灰褐色粘土が堆積していた。

機能時堆積層である。この層の上面で完形の土師器皿が出土した(図7、11・13・15)。また井戸側

内は中～粗粒砂の互層であった。井戸機能停止後の堆積と考えられる。この層の上部には直径3oの

シルトの偽礫が入っていたことから、井戸が使用されなくなりしばらく経ってから埋め戻されたと考

えられる。

井戸側の遺存するレベルから検出面にかけて、偽礫を多く含む砂礫やシルトが堆積していた。井戸

側抜取り穴を埋め戻した時の堆積である。約80cm埋戻した後、TP+8.3mの位置でほぼ完形の土師器

杯 皿が6点出土した(図7、 5・6・9・12・18)。これらは井戸の埋戻しが完了した時点で埋め

られたものと考えられる。

SE301より出土した遺物は土師器(図7、 5～18)、瓦器(図7、19)、瓦(図9、54～56)である。

5～10は土師器小皿Cである。5～9は器壁が3mrn前後と厚く、丸底である。また口縁端部のっま

み上げは鈍い。それに対して10は、器壁が2mm前後とやや薄く、平底であり、口縁端部のっまみ上げ

も明瞭である。前者は平安時代Ⅲ期新段階、後者は平安時代Ⅲ期古段階に属すると考えられる。11・

12は土師器小皿Dである。11は口径8.8cm,器高2.Ocmである。口縁部はヨコナデで整える。底部外面

はユビオサエの後、ナデを施す。12は口径径9.6cm,器高2.Ocmである。口縁部はヨコナデで整え、直

口である。底部外面はユビオサエ後、ナデを施す。器壁が4～5mmと厚い。13は土師器皿である。口

径11.2cm,器高2.4cmである。内外面を密に横方向のミガキで調整し、底部外面に浅いケズリを施す。

口縁部は直口で、端部は内側にやや肥厚する。14・15は土師器杯Aである。14は口径13.6cm,器高

3.2cmである。口縁部はヨコナデで整え、わずかに外反する。底部外面はユビオサエ後、ナデを施す。

15は口径14.4cm,器高4 cmである。口縁部はヨコナデで整えており、ゆるやかに外反する。底部はや

や上げ底ぎみで、外面はユビオサエ後ナデを施す。16は土師器杯Bである可能性が高い。口径15.2cm

である。口縁部は強いヨコナデで整え外反する。17・18は土師器皿Eである。17は口径13.5cm,器

高3.Ocmである。土師器皿Cに高さ1 cmの高台が付いた独特の形態である。口縁部・高台部分とも強

いヨコナデで調整する。18は土師器杯Bに分類されるかもしれないが、高台が土師器杯Bに比べ明ら

かに高く、高台付きの杯Aとみられる。口径15.2cm,器高4.6cm,高台高1.2cmである。口縁部・高台

部分とも強いヨコナデで調整する。19は瓦器である。内面にはミガキが密に施されているが、暗文は

認められない。和泉型I期のものである可能性が高い。

また井戸側抜取り穴埋土から平瓦(図9、54～56)が出土した。54は須恵質の平瓦で凸面に格子目
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図7 各遺構出土の土器・陶磁器(その1)

1～ 4 : SK303、 5～19 : SE301、20～31 : SD304

タタキが認められる。長辺はヘラ切りで整形したままで、凹面側に余分な粘土がはみ出している。55

56は凸面に縄目タタキ、内面に細かな布目痕跡が認められる。55は凹面の短縁部を幅3 cmにわたっ

てケズリを施している。56は須恵質の平瓦で、長辺を2回にわたってヘラ切りで整形している。

曲物(図10、57)は長径50.lcm,短径48cmの円形で、高 さ35cmである。側板は厚さ3mmで、内面に

は3～ 8 cm間隔で縦方向に切り目が幾筋も入れられている。

綴じ合わせは樹皮を用いて行っている。外 1列6段綴じである。綴 じの上端は、樹皮を直径1.5nⅡn1

長さ3 cmの棒に巻き付けている。綴 じの下端は内から外へ折り返 し、タガと側板の隙間に挾み込んで

い る 。

タガは幅12cmであり、上下2段に鉢巻き状に施す。上段は左前に合わせ、左 を1列3段、右 を2列
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0          10

図8 各遺構出土の土器・陶磁器(その2

32～47:SD305

2段で綴じる。下段は右前に合わせ、左右それぞれを1列1段で綴じる。また下端から1～3 cmの所

に、径1,5minの木釘を約4 cm間隔で打ち、タガと側板をとめている。

底板は無いものの、側板内面に見られる木釘が、下端から1 cmの位置に並び、2 cm程度の厚さの底

板で、平底であったと考えられる。側板を綴じ合わせた部分が下端から2.3cm幅で、約4 cmにわたっ

て薄く削られている。このケズリによって綴皮の一部が欠損していることから、側板を綴じ合わせた

後、底板をはめ込む時に施した調整と考えられる。

b.鎌倉・室町時代

鎌倉・室町時代の遺構には溝2条(SD304・305・306)、小穴3基(SP307・308・309)、落込み(S

X310)がある(図4・5)。

SD304は幅1.8m1 深さ0.28mの南北方向の溝である。調査区北部でやや西に振っていた。SD305

は幅2.3m,深さ0.3mの南北方向の溝で、調査区北部で屈曲して東西に延びていた。溝の東西部分は

幅0.7m,深さ0.32mであった。この東西部分に平行してSD306が延びていた。SD306は幅0.4m以上、

深さ0,24mの東西方向の溝で、東端でSD305に接していた。SD305下層は粘土で構成され比較的淘汰

がよいことから水成層と考えられるが、それ以外の溝の埋土にはいずれも偽礫が含まれており、人為

的に埋め戻されたものと判断される。以下、遺構ごとに遺物について報告する。

SD304の埋土中からは土師器・須恵器・瓦器・瓦など比較的多くの遺物が出土した(図8、20～3L
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図9 各遺構出土の瓦

48 : SD305・306、49 : SD306、50～53 : SD304、54～56 : SE301
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図10 SE301出土の木製品

図9、50～53)。20は青磁碗底部である。高台部分は無釉である。胎土は淡い黄橙色を呈する。2】は

青磁碗口縁部である。胎土は灰色を呈する。釉薬はオリーブがかった緑色であり、龍泉窯系のものと

考えられる。22は瓦器椀である。磨滅が著しく内面の暗文は不明である。23は瓦質斐である。24は

土師質の捕鉢である。幅1mの捕り目が多数認められる。25は瓦質の播鉢である。26・27は須恵質

の播鉢あるいは捏鉢と考えられる。26は口縁端部を上下に、また27は上に拡張しているが、いずれ

も口縁端部を丸く整えており、東播系と考えられる。28は備前焼捕鉢である。口縁部の形状から、備
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前焼V期のものと考えられる[伊藤晃1995」。29は土師質の釜である。30・31は瓦質の釜である。こ

れらの出土遺物はいずれも16世紀後半のものとみられる。

土器・陶磁器以外にも軒丸瓦(図9、50・51)、丸瓦(図9、52・53)が出土した。50は複弁蓮華文

軒丸瓦である。花弁は沈線で描かれている。子葉部分には平行する条線が観察される。范が磨耗して

おり、木 目が瓦当面に転写されたものと考えられる。素地は粗く、1 cm大のチャートの礫が含まれて

いる。51は巴文軒丸瓦である。瓦質に焼成されており、巴文と珠文の間に圏線がめぐる。52は丸瓦

で凹面に細かな布目痕が認められる。凹面短辺側にナデもしくはケズリ調整が施されている。53は瓦

質に焼成された丸瓦で凹面にやや粗い布目痕が認められる。長辺を2回にわたってヘラ切りして整え

てい る。

SD304と同様、SD305においても多数の土師器・須恵器・瓦器・瓦が出土した(図8、32～47、図

9、48)。またSD306からは土師器の細片と共に複弁蓮華文軒丸瓦(図9、49)が出土した。

32～35は土師器皿である。32は土師器小皿Dである。口径7.2cm・器高1.2cmである。内外面とも

ナデ調整である。33は土師器小皿Dである。9.6cm・器高1.6cmである。外面にはユビオサエが顕著で

ある。平底と考えられる。34は土師器皿Dである。口径11.5cm・器高1.9cmである。平底と考えられ

る。35は土師器皿Dである。口径14.5cmに復元される。口縁部は強いヨコナデで整える。36は土師

器椀Bである。底径6.Ocmを測る。外面には高台取り付け時の強いナデが認められる。37は須恵器壺

Lの底部と考えられる。外面には高台の剥離痕が残る。38は緑釉の小型壺である。素地は須恵質であ

る。底部外面はヘラ状工具によって鋭角的に整えられ、底部は糸切り底である。39は中国製青磁碗で

ある。外面はケズリで整え無釉である。内面には花紋と考えられる陰刻が施されており、その上にオ

リーブ緑色の釉が施される。40は瓦質脚付き釜の脚部である。先端を短くっまみ出して整えてぃる。

41は瀬戸.美濃焼灰釉鉢である。口縁部は短く外反し、端部を内側に折り曲げて平滑に整えてぃる。

外面にはやや淡い緑がかった透明釉が施されている。42は樽形聰である。外面には波状文帯が認めら

れる。胴部の張り出しが強い外形が想定され、TK208型式に属するものと考えられる。43は信楽焼

の亮である。固く焼きしまっており、表面には薄い緑色の自然釉が認められる。内面には沈線がめぐ

らされてぃる。44は備前焼播鉢である。内面には9本の播り目が認められる。口縁部の特徴から備前

焼Ⅳ期後半に属し、16世紀前半のものと考えられる[伊藤1995]。45～47は瓦質釜である。口縁部外

面には2ないし3条の沈線がめぐる。15世紀頃のものと考えられる。

48・49は複弁蓮華文軒丸瓦である。48はSD305・306より出土した。中房の蓮子は中央部を欠損

するが、7個が認められる。外区には飛雲文が施されている。胎土は赤橙色で長石・チャートの砂粒

を多く含む。49は子葉に二本の輪郭線が認められる。内側のものは子葉と相同形にめぐる。外側のも

のは一部しか残っていないが、2つの子葉を囲むようにめぐっていたものと考えられる。瓦当裏面に

は段が認められ、丸瓦の先端部がこれに接している。また内側から補強のための粘土が入れられてい

る。胎土はにぶい黄橙色で、花崗岩の破片や長石の砂粒を多く含む。

SP307は東西0.27m,南北0.23mの楕円形で、深 さ0.37mであった。穴の底には、東端に一辺0.0

7mの隅円方形で、深 さ0.06mの窪みが認められた。埋土は灰黄褐色シルト中に2 cm大の地山の偽礫
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が含まれており、柱痕跡は認められなかった。また埋土中から瓦器の細片が出土した。

SP309は東西0.4m,南北0.2mの長円形で、深 さ0.06mであった。埋土は黄橙色のシルトで構成さ

れ、2 cm大の地山の偽礫が認められた。また埋土中から瓦器の細片が出土した。

SP308は試掘により西半を欠くが、直径0.l9m,深さ0.23mの円形のピットに復元される。穴の底

には南隅に直径4 cm,深さ2 cmの窪みが認められた。埋土は暗灰黄色のシルトで構成され、2 cm大の

地山の偽礫が認められた。また埋土中から瓦器の細片が出土した。

SX310は東西0.4m以上、南北0.42mの窪みであり、西端がSD304に接していた。埋土は3層に分

かれ、このうち中層がSD304の上層と一連のにぶい黄橙色のシルトであった。埋土内より瓦器の細片

が出土した。

〈まとめ〉

今回の調査成果は以下の通りである。

1、平安時代の井戸と柱穴が検出された。柱穴は1基であり建物を想定することは困難であるが、井

戸が存在すること、また調査区北に隣接するUR98-16次調査において同時期の掘立柱建物2棟が検

出されていることから、調査区一帯が居住域であったと考えられる。喜連東遺跡で明らかにされてい

る集落がさらに南へ広がることが確認された。

2、中世の溝と小穴が検出され、埋土中より多数の遺物が出土した。UR98-16次調査地では中世の

遺構は検出されていなかったが、古代のみならず、中世の集落も本調査地付近に広がることが明らか

になった。

3、複弁蓮華文軒丸瓦が3点出土した。このような瓦を葺いた建物として成本廃寺が想定される。調

査地の南一帯が成本廃寺の推定所在地となっているが、これらの瓦の出土により、付近に古代寺院が

存在する可能性がさらに高まったと言える。
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